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み
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路
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国
道
･
防
災
課

福
井

貴
規

一
は
じ
め
に

不
満
｣
と
回
答
し
、
道
路
工
事
に
対
す
る
満
足
度
は
、
平

成
一
四
年
度
調
査
か
ら
三
年
連
続
し
て
一
五
設
問
中
二
番

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
は
、
路
上
工

目
に
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

事
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
従
来
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一

路
上
工
事
縮
減
の
た
め
に
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
お

五
年
六
月
に
設
置
し
た

｢
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
道

り
、東
京
二
三
区
や
大
阪
市
等
の
大
都
市
圏
に
お
い
て
は
、

路
工
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
委
員
会

(委
員
長

…
家
田

最
近
の
一
〇
年
間
で
、
路
上
工
事
件
数
を
約
半
分
に
縮
減

仁
東
京
大
学
教
授
)｣
に
お
け
る
提
言
を
踏
ま
え
、
従
来

し
て
い
る

(図
ー
)
。

の
関
係
者
間
に
お
け
る

｢内
部
調
整
型
｣
の
縮
減
施
策
か

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
利
用
者
の
皆
様
か
ら

｢
い
つ
も

ら
、
道
路
利
用
者
等
に
よ
っ
て
工
事
実
施
状
況
の
チ
ェ
ッ

同
じ
場
所
で
工
事
し
て
い
る
｣
｢問
題
の
あ
る
工
事
の
や

ク
を
行
う
な
ど
の

｢外
部
評
価
型
｣
の
縮
減
施
策
へ
の
転

り
方
が
目
に
付
く
｣
と
い
っ
た
苦
情
や
ご
批
判
を
依
然
と

換
に
向
け
た
取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

針

し
て
多
く
頂
い
て
お
り
、
平
成
一
六
年
四
月
~
五
月
に
か

あ
る
。
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図

｢道
路
工
事
の
や
り
方

(工
事
の
数
や
期
間
、
時
間
帯
な

縮
減
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

東京23区の路上工事件数の推移

工
事
件
数

(件
･
月
)

ど
)｣
は
、
約
七
割
の
回
答
者
が

｢や
や
不
満
｣
｢非
常
に



三

路
上
工
事
縮
減
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取

組
み

従
来
の
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み

①
共
同
溝
の
整
備

電
気

･
通
信
･
ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
ま
と
め
て
収
容
し
、
道
路
の
掘
り
返
し
を
抜

本
的
に
縮
減
す
る
共
同
溝
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

②
道
路
工
事
調
整
協
議
会
で
の
工
事
実
施
調
整

同
一
箇
所
の
工
事
を
複
数
の
事
業
者
が
工
事
実
施

時
期
を
合
わ
せ
て
施
工
す
る

｢共
同
施
工
｣
や

｢集

中
工
事
｣
の
実
施
等
、
効
率
的
な
路
上
工
事
の
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
道
路
使
用
･
占
用
許
可
の
柔
軟
運
用

道
路
使
用
･
占
用
許
可
の
運
用
を
弾
力
的
な
も
の

と
す
る
こ
と
で
、
路
上
工
事
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
緩

和
を
図
っ
て
い
る
。

④
非
開
削
工
法
の
導
入
促
進

歩
道
部
等
に
設
け
ら
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
等
か
ら
資

機
材
を
導
入
し
、
車
道
上
の
掘
り
返
し
部
分
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
て
、
道
路
交
通
に
与
え
る
影
響
を

小
さ
く
す
る
工
法

(非
開
削
工
法
)
の
導
入
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

⑤
掘
り
返
し
対
策
重
点
エ
リ
ア
の
設
定

面
的
集
中
工
事
を
実
施
し
た
後
五
年
間
は
、
緊
急

工
事
等
を
除
い
て
、
当
該
区
域
で
の
路
上
工
事
を
原

則
規
制
す
る

｢掘
り
返
し
対
策
重
点
エ
リ
ア
｣
の
設

定
を
推
進
し
て
い
る
。

⑥
路
上
工
事
に
関
す
る
情
報
提
供

路
上
工
事
の
内
容
や
工
事
規
制
の
情
報
等
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
。

2

外
部
評
価
型
の
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み

｢
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
道
路
工
事
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
改
善
委
員
会
｣
の
提
言
を
踏
ま
え
、
直
ち
に
実
施
可

能
な
施
策
に
つ
い
て
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
東
京
二
三
区

を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

①
占
用
企
業
者
に
縮
減
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
働
く
施
策

･
企
業
名
と
工
事
理
由
が
一
目
で
わ
か
る
工
事
看
板

の
設
置

･
企
業
者
別
の
工
事
渋
滞
の
縮
減
貢
献
度
の
公
表

･
工
事
渋
滞
軽
減
度
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
/

チ
ャ
ー
ジ
の
検
討

②
道
路
管
理
者
自
ら
の
縮
減
強
化

･
年
度
末
の
使
い
切
り
型
予
算
制
度
の
見
直
し

(工

事
の
平
準
化
の
た
め
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
採
択

要
件
の
緩
和
)
(平
成
一
六
年
度
予
算
か
ら
直
轄

国
道
の
修
繕
国
債
に
お
い
て
導
入
)

･
渋
滞
コ
ス
ト
最
小
の
者
が
受
注
で
き
る
落
札
方
式

の
促
進

③
道
路
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
と
監
視
強
化

･
リ
ア
ル
タ
イ
ム
路
上
工
事
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の

構
築

･
道
路
利
用
者
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
工
事
実
施
方
法

の
改
善

④
更
な
る
縮
減
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

･
年
末
、
年
度
末
抑
制
を
含
む
工
事
時
間
の
総
量
抑

制
･
掘
り
返
し
規
制
エ
リ
ア
の
明
示

･
交
通
工
学
の
専
門
家
を
取
り
入
れ
た
工
事
計
画
･

実
施
方
法
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

三

平
成
一
五
年
鹿
の
取
組
み
の
成
果
と
課
題

｢成
果
主
義
｣
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
一
五
年
七
月
に
と
り
ま
と
め
た
道
路
行
政

の
業
績
計
画
書
に
お
い
て
、
｢路
上
工
事
に
伴
う
一
如
当

た
り
の
年
間
路
上
工
事
時
間
｣
を
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し

て
設
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み
の
成

果
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
平
成
一
四
年
度

の
値
を
基
準
と
し
て
、
平
成
一
九
年
度
ま
で
に
約
二
割
縮

減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る

(図
2
)。

平
成
一
五
年
度
は
、
前
述
の
と
お
り
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
全
国
の
直
轄
国
道
に
お
け
る
年
間
路
上

工
事
時
間
を
平
成

一
四
年
度
と
比
較
し
て
約
七
%
縮
減

し
、
東
京
二
三
区
の
直
轄
国
道
と
都
道
に
お
い
て
は
約

五
%
縮
減
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た

(表
1
･

2
)
0し

か
し
、
東
京
二
三
区
に
お
い
て
は
、
年
末
(
一
二
月
)、
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表 2 三大都市圏の路上工事時間

都市圏名 H 1 4
H 1 5目標
(H14 * Q s6)

H 1 6
縮減率
(Hl 5ノH14)

道

道

道

県

道

国

国

府

市

轄

助

道

定

直

補

部

指

趨東
96l 923 9l 6 椰

直轄国道 1
,
65↑ れ585 1

,
528 Q 93

補助国道 崗 754 1
.
B25 を

都道府県道 841 807 790 Q 94

指定市道 ー ー ー -

道

道

造

県

道

国

国

府

市

轄

助

道

建

直

福

部

指
蟷

752 722 697 Q 93

直轄国道 491 枡 440 餓
補助国道 1

.
284 鮒 飜 硼

都道府県道 793 761 728 82Q
"

指定市道 754 724 701 鼈0一

道

道

道

県

道

国

国

府

市

鱈

肋

道

定

古

補

都

指

鰤
7- 7 688 527 解

古鱈国道 923 886 蝋 解
補助国道 557 瓶 臨 難Q

都道府県道 632 607 467 740

指定市道 783 752 377 ㈱
大都市計 B48 81 4 圏 92○̂"

平成l4年度 平成15年度 H15 / H14

能
動
醸
栓

道路補修工事 範 134 鰡
占用企業工事 61 51 剱
合 計 鮒 齢 椰

管賛美 201時間/km ･年

綴蝋
罐
で
}′

織
年
%
m
比
馳
,一期
4
難
H
′I、

鬱馬目 零徽嗽
H
′(

｢目標を達成｣

　

　

　　

年
覊

＼
　
　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

210

200

鱒
拗

170

鱒
鱒

時間/ko1･年

路ヒ工事時間 中期的な目標 平成l4年度 平成15年度 平成l6年度

標 にば度孵咋嬉
H / 193 滅鰤比鉾伯185

実 績 201 鮖 一

アウトカム指標の動向図

表 全国直轄国道における路上工事時間

路
上
工
事
時
間

年
度
末

(三
月
)
の
路
上
工
事
を
抑
制
し
た
一
方
で
、
一

り
、
よ
り
一
層
の
路
上
工
事
縮
減
施
策
に
取
り
組
む
必
要

月
~
二
月
の
路
上
工
事
時
間
が
増
加
し
た
ほ
か
、
道
路
利

が
あ
る

図
3

･
4

0

報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
路
上
工
事
に
関
す
る
よ
り
き
め
細

か
な
情
報
提
供
の
充
実
･
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路

利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
一
層
強
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
路
上
工
事
縮
減
に
向
け
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
徹
底

･
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

が
あ
る

(図
3

･
4
)
。

四

平
成
三
八年
膿
の
取
組
み

用
者
か
ら
苦
情
や
ご
批
判
も
、
依
然
と
し
て
多
く
頂
い
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
路
上
工
事
の
縮
減
に

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ

平
成
一
五
年
度
の
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成
一
六
年
度
か

ら
は
、
従
来
の
取
組
み
に
加
え
、
路
上
工
事
に
関
す
る
情
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
情
報
提
供
し
て
い
る

工
事
の
実
施
状
況
、
工
事
の
内
容
、
工
事
の
目
的
等

の
詳
細
情
報
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
登
録
し
て
い
る

の

道
路
利
用
者
へ
の
路
上
工
事
情
報
提
供
の
充
実

①
路
上
工
事
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
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÷
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鰭券都管理道路 (補助国道 ･都道)道路補修工事

最讓一国 ･都管理道路企業工事

一目｣ 合計
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ぎゑa学 .議 ･
も63 % ‘

胱布 綵 ざふむ樫乳輩も,

予
定
情
報
を
実
際
の
現
場
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
更
新

す
る
の
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
て
い
る
。
よ
り
正
確

な
情
報
を
道
路
利
用
者
に
提
供
す
る
た
め
、
路
上
工

事
の
開
始
時
刻
と
終
了
時
刻
を
工
事
現
場
か
ら
携
帯

電
話
等
に
よ
り
直
接
入
力
す
る
仕
組
み
を
随
時
導
入
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東
京
二
三
区
の
直
轄
国
道
で
実
施
す
る
路
上
工
事

の
看
板
に

｢問
合
せ
番
号
｣
を
付
け
、
道
路
利
用
者

が

｢問
合
せ
番
号
｣
を
使
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携

帯
電
話
か
ら
詳
細
な
工
事
情
報
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
た

(図
6
)。

②
工
事
看
板
に

｢問
合
せ
番
号
｣
を
導
入

で 帯 が の エ ム
き 電 ｢ 看 東 事 化
る 話 間 板 京 看 を
か 合 に 二 板 図

　 　 　 　 道路管理 窒録粁
者間の情 他の道路管理者
報共有 ･
連携 . '

す
る
こ
と
に
よ
り
、
路
上
工
事
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ

た よ 享にこ

( り 予定情報の入力
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図 6 ｢問い合わせ番号｣ を使って工事情報に簡単にアクセス

②

外
部
評
価
の
強
化
に
よ
る
路
上
工
事
の
縮
減

①
毎
月
の
路
上
工
事
時
間
を
集
計
･
公
表

毎
月
の
路
上
工
事
時
間
を
集
計
し
、
直
ち
に
地
方

整
備
局
、
国
道
事
務
所
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と

と
も
に
、
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
路
上
工
事
縮
減
に
向
け
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
強
化
を
図
っ
た
。
各
地
域
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
結
果
と
し
て
、
東
北
の

｢路
上
工
事
抑
制
カ

レ
ン
ダ
ー
｣
、
近
畿
の
｢五
十
日
の
路
上
工
事
抑
制
｣、

九
州
の

｢路
上
工
事
縮
減
専
門
部
会
の
設
置
｣
等
、

事　
　　　
　

　
　
　

　

　　　　　　　　　　　　
図 7 路上工事縮減のマネジメントの流れ

･国道事務所別の路上工事時間を集計
･事業マジメシトヘ反映

も
高

　

　

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
み
を
実
施
し
た

(図

7
)
。

②

｢不
人
気
投
票
｣
の
実
施

東
京
二
三
区
に
お
い
て
、
路
上
工
事
に
対
す
る
ご

不
満
を
表
明
し
て
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

｢問
合
せ
番
号
｣
を
使
っ
た

｢不
人
気
投
票
｣
を
実

施
し
た
。投
票
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
、

道
路
利
用
者
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
不
人
気
投
票
結
果
を
踏
ま
え
、
工
事
実
施
者
に

よ
る
不
満
の
原
因
分
析
や
工
事
の
実
施
方
法
等
の
改

　　
　　　
　
　
　
　

　

　　　
　
図

善
に
役
立
て
る
取
組
み
を
実
施
し
た

(図
8
･
9
)。
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下
記
の
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レ
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か
ら

｢問
合
せ
番
号
｣
を
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事
情
報
検
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人
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投
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｣
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で
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ま
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③
路
上
工
事
G
メ
ン
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

東
京
二
三
区
に
お
い
て
、
一
般
公
募
の
モ
ニ
タ
ー



今現状の分析
･日曜を除いたほぼ毎日作業帯を設置していた。 →金曜深夜に
･通行車両の誘導に、工夫が足りなかった。 渋滞を確認

- ~ --~
-･ 規制設置状況 渋滞状況の確認

土曜日 規制設置 なし

日曜日 規制なし なし

月曜日 ~ 木曜日 規制設置 なし

金曜日 規制設置 渋滞を確認

◆改善策
･渋滞が確認された金曜日の作業を中止。
･'重行車両の誘導をスムーズに行うため、工事案内看板を増設。
、
~‐、 ~‐ 規制設置状況 渋滞状況の確認

土曜日 規制設置 なし

日曜日 規制なし なし

月曜日 ~ 木曜日 規制設置 なし

金曜日 規制なし なし

【事例 11
◆現状の分析
･近接して2つの作業を実施したため、複雑な車線規制となっていた。
→最大300mの渋滞を確認
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◆改善策
･規制日調整により、同時規制を解消。
･工法の工夫により、 2車線の規制を行わない。
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図 9 不人気投票結果を踏まえた工事実施方法等の改善例

の
他
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
プ
ロ
ド
ラ
イ

バ
ー
や
、
宅
配
便
ド
ラ
イ
バ
ー
、
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
商
品
配
送
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
地
域
･
路
線

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
に
、
路
上
工
事
G
メ
ン
と
し

て
、
路
上
工
事
の
実
施
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
く
取
組
み
を
実
施
し
た
。

五

お
わ
り
に

道
路
補
修
工
事
は
安
全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た

め
に
、
ま
た
、
占
用
企
業
工
事
は
国
民
生
活
に
不
可
欠
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
工
事
で
あ
る

が
、
今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
道
路
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
路
上
工
事
の
縮
減
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。



鬮
繭
圓
圓
園
特
集
/
路
上
霊
事
縮
減
に
擦
る
取
組
み

藁
鮠
地
薦
整
備
局
管
内
に
蘂
漸
る

睡
上
工
事
鯖
簾
へ
⑭
噸
組
み

東
北
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
管
理
課

一

は
じ
め
に

路
上
工
事
時
間
削
減
に
関
し
て
は
、
成
果
志
向
の
道
路

行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
策
定
さ

れ
た
道
路
局
の
業
績
計
画
書
に
お
い
て
二
〇
〇
七
年
ま
で

に
二
割
削
減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
･
東

北
夏
祭
り
期
間
･
年
末
期
間
の
路
上
工
事
抑
制
や
、
占
用

企
業
者
と
の
調
整
会
議
の
開
催
、
路
上
工
事
規
制
情
報
を

即
時
提
供
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
路
上
工
事
情
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
、
路
上
工
事
縮
減
や
道
路
利
用
者
へ
の
満
足

度
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
度
末
現
在
で
直
轄
道
路
に
お
け
る
工
事
縮
減
率
は
、
約

四
割
と
、
す
で
に
削
減
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
路
上
工
事
対
策
は
工
事
件
数
の
縮
減
だ
け
で

な
く
路
上
工
事
に
よ
る
道
路
利
用
者
へ
の
影
響
を
軽
減
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

路
上
工
事
の
渋
滞
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
影
響
緩
和

を
図
る
た
め
、
一
般
国
道
四
六
号

･
秋
田
河
川
国
道
事
務

所
管
内
に
お
い
て
、
路
線
の
交
通
特
性
に
着
目
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
方
式

(｢路
上
工
事
抑
制
カ
レ
ン
ダ
ー
｣)
に
よ
る

路
上
工
事
抑
制
を
試
行
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
先
導
的
事
例
と
し
て
二
〇
〇
四
年
一
〇
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用
い
た
路
上
工
事
抑

制
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ま
た
路
上
工
事
看
板

改
善
に
関
す
る
取
組
み
も
行
っ
て
い
る
で
、
あ
わ
せ
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

二

合
理
的
に
路
上
工
事
を
抑
制
す
る
『路
上

工
事
抑
制
カ
レ
ン
ダ
ー
』

1

路
上
工
事
抑
制
カ
レ
ン
ダ
ー
と
は
?

一
般
国
道
四
六
号
は
、
岩
手
県
盛
岡
市
か
ら
秋
田
県
秋

田
市
を
結
ぶ
東
北
地
方
北
部
を
横
断
す
る
主
要
幹
線
道
路

で
あ
り
、
湖
や
温
泉
で
知
ら
れ
る
田
沢
湖
町
や
、
武
家
屋

敷
や
桜
の
名
所
と
し
て
、
ま
た
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
地
で
注

目
さ
れ
て
い
る
角
館
町
な
ど
を
通
過
す
る
路
線
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
路
線
に
お
い
て
二
〇
〇
三
年
度
の
交
通
特

性
を
分
析
し
た
結
果
、
年
間
交
通
量
上
位
五
〇
位
と
な
る

日
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
前
後
す
る

角
館
の
桜
祭
り
期
間
、お
盆
休
み
を
挟
ん
だ
夏
休
み
期
間
、

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
中
の
土
曜
･
日
曜
･
祝
日
前
後
の
日
の
ほ

か
、
秋
田
竿
燈
祭
り
、
角
館
祭
り
、
大
曲
全
国
花
火
競
技



図 1 交通量と観光シーズン ･路上工事実施日との関係 (2003年度)

観光交通による
交通量の増大

2004年度版路上工事抑制カレンダー

"通量が多く、渋滞が起こりやすい日を予測し

カレンダーに明示し、工事関係者に周知する。
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大
会
の
期
間
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
年
間
工

事
件
数
二
六
五
件
の
う
ち
、
交
通
量
上
位
五
O
位
の
日
に

四
七
件
、
約
二
割
も
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た

(図
ー
)。

こ
の
た
め
、
観
光
客
へ
の
配
慮
は
も
と
よ
り
、
交
通
量

増
加
時
期
に
お
け
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
確
保
に
向
け
て
、
交

通
量
増
加
日
の
傾
向
を
観
光
シ
ー
ズ
ン
や
祭
り
の
日
と
の

関
係
を
は
じ
め
、
土
･
日
-
祝
日
や
お
盆
休
み
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
等
連
休
期
間
と
の
関
係
等
か
ら
分
析
し
、

平
成
一
六
年
度
の
交
通
量
増
加
日
を
予
測
し
て
カ
レ
ン
ダ

ー
に
明
示
し
、
そ
の
日
を
路
上
工
事
抑
制
日
に
設
定
し
た

(図
2
)。

2

路
上
工
事
抑
制
カ
レ
ン
ダ
ー
に
即
し
た
工
事
の
試
行

実
際
、
工
事
で
実
施
す
る
場
合
、
請
負
業
者
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
発
注
前
に
は
現
場
説
明
時

･
入
札

時
に
目
的
と
方
針
を
説
明
し
、
ま
た
、
施
工
前
の
工
事
施

工
打
合
せ
で
は
工
程
計
画
を
調
整
す
る
な
ど
、
発
注
者
側

と
受
注
者
側
の
意
思
疎
通
を
図
る
努
力
を
行
っ
た

(写
真

1
)
。

3

予
想
以
上
の
カ
レ
ン
ダ
ー
効
果

平
成
一
六
年
度
の
交
通
量
上
位
五
〇
位
の
実
績

(四
月

~

-
二
月
)
に
対
し
、
｢
二
〇
〇
四
年
度
路
上
工
事
抑
制

カ
レ
ン
ダ
ー
｣
で
設
定
し
た
路
上
工
事
抑
制
日

(二
〇
〇

四
年
度
交
通
量
上
位
五
〇
位
予
測
日
十
土
日
･
祝
日
等
)

の
予
測
的
中
率
は
八
0
%
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
交
通
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図 2 路上工事抑制カレンダー作成手法 (角館地区の事例)
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ま
た
、
道
路
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
見
る
と
、
片
側

交
通
に
よ
る
交
通
規
制
時
間
を
一
台
当
た
り
平
均
三
分
で

試
算
し
た
場
合
、
交
通
量
上
位
五
〇
日
の
間
に
約
六
、
0

0
0
時
間
の
渋
滞
損
失
時
間
を
解
消
で
き
た
と
考
え
ら
れ

交
通
量
上
位
五
〇
位
の
予
測
が
的
中
し
な
か
っ
た
日
の

工
事
や
、
工
事
工
程
上
や
む
を
得
ず
抑
制
日
に
施
工
し
た

工
事
は
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
度
に
対
し
て
二
〇
〇
四

年
度
の
交
通
量
上
位
五
O
日
の
路
上
工
事
は
七
人
･
七
%

3 間 た よ 、 率 交 あ 、 量 い 年 五
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量
上
位
五
0
位
の
日
に
四
七
件
の
工
事
が
実
施
さ
れ
た
二

〇
〇
三
年
度
に
対
し
、
二
〇
〇
四
年
度
は
一
〇
件
ま
で
滅
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図 3 交通量上位50位の日の路上工事縮減状況

工事規制時間帯 (9 :00 ~ 17 :00) の上位50日を見ると5 7 2 1時間 / 50日の削減
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図 4 交通量上位50位の日の工事待ち時間削減効果



l路上工 期 -Uの効果を感じますがフ -

図 5 道路利用者の満足度調査結果

4

路
上
工
事
抑
制
施
策
に
対
す
る
道
路
利
用
者
･
工
事

関
係
者
の
評
価

道
路
利
用
者
の
路
上
工
事
抑
制
カ
レ
ン
ダ
ー
導
入
効
果

を
検
証
す
る
た
め
、
頻
繁
に
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
運
転
手

な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満

足
度
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
七
四
%
の
方
か
ら

『効
果
あ
り
』
の
評
価
を
得
て
い
る

(図
5
)。

施
工
業
者
に
も
路
上
工
事
抑
制
施
策
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
聞
い
た
が
、施
策
に
対
し
て
理
解
は
で
き
る
も
の
の
、

作
業
工
程
や
発
注
時
期
へ
の
発
注
者
の
配
慮
不
足
と
い
っ

た
課
題
が
指
摘
さ
れ
た

(図
6
･
7
)。

三

路
上
工
事
に
伴
う
道
路
利
用
者
の
不
快
感

緩
和
に
向
け
た
工
事
看
板
の
見
直
し

1

道
路
利
用
者
の
声
を
反
映

交
通
規
制
を
伴
う
路
上
工
事
か
ら
受
け
る
道
路
利
用
者

ミ
路上工事抑制施策の実施で工事 I工程に支障がありましたが ?

図 7 工事関係者の満足度調査結果

がざた
%

や
あ
0

や

1路上工事抑制り施策は必要と思いますが l

図 6 工事関係者の調査満足度調査結果

の
不
快
感
を
緩
和
す
る
た
め
、
道
路
利
用
者
の
声
を
反
映

し
た
工
事
看
板
の
作
成
･
設
置
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
〇
〇
三
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
路
上
配
布
し
、

工
事
看
板
の
あ
り
方
に
対
す
る
道
路
利
用
者
か
ら
の
意
見

を
収
集
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た

(図
8
)。

①

表
示
内
容
大
、
簡
潔
な
情
報
提
供

②

工
事
内
容
が
一
目
で
わ
か
る
工
夫

③

通
過
時
間
や
規
制
期
間
等
の
表
示

④

設
置
位
置
、
設
置
数
へ
の
配
慮　※

図 8 具体的工事看板に対する満足度調査結果



　　
　
　　

瓣
は
鬮
薹

間
が
わ
か
り
気
分
的
に
良
い
｣
な
ど
具
体
的
に
実
施
し
た

内
容
に
つ
い
て
評
価
を
頂
き
、
八
七
%
の
人
が

『効
果
あ

り
』
と
し
て
い
る

(図
雙
。

ま
た
、
『イ
ラ
ス
ト
･
写
真
表
示
の
採
用
で
工
事
内
容

が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
か
』
の
質
問
に
対
し
て
は
、

｢心
が
和
む
｣
｢工
事
内
容
が
わ
か
る
と
利
用
者
も
協
力
し

や
す
い
｣
な
ど
道
路
工
事
に
対
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
意
見
も
頂
き
、
八
0
%
の
人
か
ら

『効
果
あ
り
』
と
回

答
を
得
て
い
る
。
交
通
事
故
の
防
止
や
イ
ラ
イ
ラ
感
の
解

消
等
に
貢
献
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る

(図
=
)。

施
工
業
者
に
対
す
る

『交
通
規
制
情
報
の
伝
達
効
果
は

向
上
し
た
か
』
の
質
問
に
対
し
、
向
上
し
た
･
や
や
向
上

し
た
が
六
二
%
と
道
路
利
用
者
に
比
べ
評
価
が
低
い
も
の

の

｢工
事
や
待
ち
時
間
の
情
報
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し

た
｣
等
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、
施
工
し
た
側
の
満
足
度
も

う
か
が
え
る
評
価
で
あ
っ
た
。

I交通事故.イライラ感ま解消されましたが? -

図10 道路利用者の満足度調査結果
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図 板の設置例

こ
う
し
た
意
見
を
踏
え
て
、
二
〇
〇
四
年
度
の
試
行
で

は
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
に
配
慮
し
工
事
看
板
を
改
善
し
て
い

る

(図
9
)
。

①

大
き
い
文
字
で
表
現
す
る

②

一
如
手
前
か
ら
工
事
情
報
提
供

③

専
門
的
表
現
の
回
避

④

イ
ラ
ス
ト
で
も
工
事
内
容
表
示

⑤

白
地
を
基
調
に
統
一

2

工
事
看
板
改
善
施
策
に
対
す
る
道
路
利
用
者
･
工
事

関
係
者
の
評
価

工
事
看
板
改
善
施
策
に
対
す
る
効
果
を
検
証
す
る
た

め
、
道
路
利
用
者
並
び
に
工
事
関
係
者
の
路
上
工
事
看
板

改
善
施
策
に
対
す
る
満
足
度
調
査
を
行
っ
た
。

道
路
利
用
者
か
ら
は
、
『交
通
事
故
の
防
止

･
イ
ラ
イ

ラ
感
の
緩
和
に
役
立
っ
た
か
』
の
質
問
に
対
し
、
｢工
事

の
内
容
や
場
所
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
便
利
｣
｢待
ち
時



ど
気
象
状
況
が
例
年
と
異
な
り
観
光
交
通
の
増
加
す
る
時

期
が
ず
れ
た
た
め
、
予
測
し
た
交
通
量
上
位
五
〇
位
の
的

中
率
は
八
0
%
で
あ
っ
た
。
気
象
状
況
を
見
な
が
ら
年
度

途
中
で
抑
制
日
を
見
直
す
な
ど
、
予
測
日
の
的
中
率
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

四

お
わ
り
に

路
上
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
道
路
管
理
者
は
、
で
き

る
だ
け
道
路
利
用
者
に
影
響
を
与
え
な
い
努
力
が
必
要
で

あ
る
。
今
回
紹
介
し
た

｢路
上
工
事
抑
制
カ
レ
ン
ダ
ー
｣

な
ど
の
取
組
み
は
、
課
題
は
残
る
が
道
路
利
用
者
か
ら
は

3

路
上
工
事
対
策
の
今
後
の
課
題

｢路
上
工
事
抑
制
カ
レ
ン
ダ
ー
｣
は
、
道
路
利
用
者
か

ら
お
お
む
ね
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
工

事
業
者
か
ら
は
工
事
工
程
に
関
す
る
不
満
も
で
て
い
る
。

適
切
な
工
事
工
期
の
設
定
を
行
う
と
と
も
に
、
工
事
発
注

時
期
へ
の
配
慮
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
度
は
多
く
の
台
風
が
接
近
す
る
な
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お
お
む
ね
良
好
な
評
価
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
十

分
認
め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。東
北
地
方
整
備
局
で
は
、

今
年
度
こ
の
取
組
み
を
管
内
各
事
務
所
に
お
い
て
も
展
開

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
地
域
性
や
施
工
上
の
制
約
を
踏

ま
え
、
適
切
な
時
期
に
工
事
実
施
が
行
え
る
よ
う
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
道
路
利
用
者
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
他
の
道
路
管
理
者
を
含
め
た
路
上
工
事
に
関
す

る
会
議
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
路
上
工
事
に
よ
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
イ
ラ
イ
ラ
解
消
･
交
通
事
故
防
止
に
向
け
、
種
々

の
取
組
み
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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図12 実際に使用した路上工事抑制カレンダー

やや向上したと思う 25%

l工事関係者 -
図11 工事看板に関する満足度調査結果

向上した
37%

交通規制情報の伝達効黒ま向上したと思いますが? イラスト写真表示で分かりやすくなりましたか7= l

-道路利用者 -
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鬮
鬮
圓
麗
馨
特
集
/
路
上
霊
事
縮
減
に
擦
る
取
組
み

･

ご

と

ぴ

謳
守
圓
に
謳
漸
る

離
些
m
事
嘩
鱸
⑭
贓
組
み
に
つ
い
て

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
管
理
課

藤
本

善
博

=
は
じ
め
に

事
の
実
施
に
っ
い
て
不
満
を
感
じ
て
い
ま
し
た
o

関
西
に
は
、
｢五
十
払
い
｣
と
い
う
商
い
上
の
習
慣
が

大
阪
市
域
で
は
、
道
路
管
理
者

･
警
察

･
占
用
企
業
者

あ
り
、
五
十
日

(五
･
十
の
付
く
日
)
は
、
取
引
の
支
払

が
協
力
し
て
路
上
工
事

(占
用
工
事
を
含
む
)
の
縮
減
を

い
日
に
あ
た
り
、
集
金
等
に
出
る
車
両
が
増
え
る
こ
と
で

図
り
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
平

交
通
渋
滞
が
激
し
い
日
と
さ
れ
て
い
ま
す

(図
2
)。

成
人
年
度
に

｢路
上
工
事
縮
減
対
策
検
討
委
員
会
｣
を
発

そ
こ
で
、
路
上
工
事
縮
減
の
一
施
策
と
し
て
、
路
上
工

足
、
平
成
一
○
年
度
よ
り
｢路
上
工
事
縮
減
対
策
協
議
会
｣

事
が
交
通
渋
滞
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る

(以
下

｢協
議
会
｣
と
い
う
。)
に
名
称
変
更
し
、
各
種
の

｢五
十
日
｣
に
着
目
し
、
平
成
一
六
年
度
社
会
実
験
を
実

縮
減
方
策
等
に
つ
い
て
連
絡
調
整
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た

施
し
ま
し
た
。

(す
口
□
"
鷺
名
"
･o
の舜
拱
け
･日
--[旛
o
｣
"
増
兵
□
鞠
S
o

今
回
は
、
実
施
し
た
社
会
実
験
の
概
要
と
結
果
に
つ
い

こ
れ
ま
で
協
議
会
で
の
種
々
な
施
策
に
よ
り
、
平
成
四

て
紹
介
し
ま
す
。

　

　　
　
　
日

阪

H TO H lf H f2 H f3 H l4

年
か
ら
一
0
年
間
で
工
事
件
数

(※
1
)
は
五
、
0
九
一

二

社
会
実
験
の
概
要

0
)

大

月
･
件
か
ら
二
･
七
六
五
月
･
件
へ
約
半
数
に
減
少
し
ま

o

o

o

o

即

脚

戦
1

し
た
が

(図
ー
)、
平
成
一
四
年
度
に
実
施
し
た
市
民
へ

交
通
渋
滞
が
増
大
す
る

｢五
十
日
｣
の
昼
間
に
行
わ
れ

工
事
件
教
官
･件
)

度

図

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
約
七
割
の
人
が
路
上
工

る
路
上
工
事
の
実
施
時
と
中
止
時
に
お
け
る
交
通
状
況
を

年

5,091
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約半数に縮減
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※大阪の交通白書 (2003)より

　
　絲

、、

~
平
日
平
均

)図 2 決済日別渋滞時間 (一般道路)

決
算
日
平
均

月
末

25
日

20
日

お
日

中
日

5
日

《目的》 500

壺 ･ 三 , . ･。- -垂′“ご礎. 11 鴫 ･ .

　　　 　　　　　　　　　　 　　 　

0

日
[

0

0

0

0

笹

当

渋

滞

時

間

(時

間
)

.

芹
箇所における、

社会実験対象箇所前後におけ
る、旅行速度を把握

旅行速度調査

松撒′□靱
-

ホームページ ォ"ン‐フ

新聞
、テレ
ビの取材 、ンラチ-タノス

ポ

L、 ′‐

アンケート調査-

繃前
楡努
一
関
イ
日ゆ叶紙坤

縦節る
象
謝
対
に
側
事繃窺
嬢招
ェ
五

L

大
況
の
状
　
　
問
実
期
事
施
工
実
る
施
け
実
お
験
に

　
　
　

　
　
　

数
難
に

　
　
　
　

事
会
市
把

ユ
社
版
を

把
握
し
、
渋
滞
緩
和
の
効
果
や
有
効
性
、
課
題
等
に
つ
い

て
検
証
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
広
報
等
に

よ
り
、
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み
を
広
く
P
R
し
ま
し
た

(図
3
)。

実
験
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
三

ヵ
月
間
に
路
上
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
た
国
道
一
号

(大

阪
市
旭
区
今
市
~
城
東
区
関
目
地
先
)
と
国
道
二
五
号

(大
阪
市
東
住
吉
区
桑
津
~
阿
倍
野
区
天
王
寺
北
地
先
)

の
二
箇
所
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
状
況
調
査
は
、
『工
事
の
有
無
当
、
『五
十
日
と
五

十
日
以
外
』
で
交
通
状
況
を
比
較
す
る
た
め
、
｢
五
十

日
･
工
事
中
止
時
｣
、
｢五
十
日
･
工
事
実
施
時
｣、
｢五
十

日
以
外
の
平
日
･
工
事
実
施
時
｣
の
三
ケ
ー
ス
で
、
旅
行

速
度
、
交
通
量
等
の
把
握
を
行
い
ま
し
た

(写
真
1
)。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
民
･
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
と

　

　

　　

　

工

事

鰻
′

真

【

‐

【

写 国道 1号 :今市 1北交差点

し
て
、
｢路
上
工
事
｣
と

｢五
十
日
｣
に
関
す
る
意
向
を

把
握
す
る
た
め
、
｢新
聞
折
り
込
み
｣、
｢ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｣、

｢街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
｣
、
｢
ト
ラ
ッ
ク

･
バ
ス

･
タ
ク
シ

ー
協
会
へ
の
依
頼
｣
に
て
実
施
し
、
さ
ら
に
路
上
工
事
実

施
箇
所
付
近
の
交
通
状
況
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
工
事
発

注
者
や
工
事
請
負
者
(以
下
｢工
事
実
施
者
側
｣
と
い
う
。)

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み
を
広
く
P
R
す
る
こ

と
と
、
社
会
実
験
の
事
前
周
知
を
目
的
と
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ラ
ジ
オ
で
の
広
報
、
新

聞
･
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
各
社
へ
の
記
事
提
供
(図
4
)
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交
通
量

公
ロノ
6
時
間
中
分
)

“

※ 棒グラフ :旅行速度 折線グラフ :交通量

今市1北交差点前後 [北向]

五十日 五十日 平日
工事中止 工事実施 工事実施

5 社会実験ポスタ

道

や
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

(
図
5
)
、
チ
ラ
シ
配
布
を
行
い

国

5

3

1

a

ス

5

ま
し
た
。

三

社
会
実
験
の
結
果

′
、
‘券
『,

区
靜
!

　

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　

実
験
実
施
期
間
中
の
大
阪
市
域
の
昼
間
工
事
は
、
一
日

　ェ

国道25号 :林寺 l交差点前後 [西向]

　　　
　

　　　　　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　

平
均
約
六
件
の
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
内
、

　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　　　
　

調
査
期
間
中
に
目
立
っ
た
交
通
渋
滞
は
発
生
し
ま
せ
ん

も

で
し
た
が
･
ブ
ロ
ー
ブ
カ
1

(※
2
)
を
用
い
て
路
上
工

N繭

ノ
率
蝋
阪
ミノ

孑

区

旅
行
速
度
爺
/
↓

事
実
施
箇
所
前
後
の
旅
行
速
度
を
観
測
し
た
結
果
、
五
十

日
の
路
上
工
事
有
無
で
比
較
す
る
と
、
国
道
一
号
で
約
一

2

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

で
は
一
、
0
0
0
人
を
超
え
る
方
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く

五
%
、
国
道
二
五
号
で
約
二
五
%
の
向
上
が
見
ら
れ
、
工

市
民
･
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

こ
と
が
出
来
ま
し
た

(表
1
)。

事
を
中
止
す
る
こ
と
で
、
平
均
二
割
向
上
し
ま
し
た
。

は
、
二
、
八
0
三
票
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
｢新
聞

『路
上
工
事
』
に
つ
い
て
の
回
答
は
、
約
七
割
の
方
が
路

ま
た
交
通
量
は
、
五
十
日
の
交
通
量
が
五
十
日
以
外
の

折
り
込
み
｣
の
回
収
率
が
0
･
九
%
と
低
か
っ
た
で
す
が
、

上
工
事
の
目
的
や
必
要
性
を
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
約

平
日
に
比
べ
、
約
一
割
増
加
し
ま
し
た
。

実
験
実
施
箇
所
付
近
で
行
っ
た

｢街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
｣

七
割
の
方
が
｢工
事
が
多
い
｣
と
思
っ
て
い
ま
す

(図
7
)。

※ 棒グラフ :旅行速度 折線グラフ :交通量

図6 交通状況調査結果



み
｣
に
つ
い
て
聞
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
約
七
割
の
方
か

ら
五
十
日
の
工
事
中
止
の
取
組
み
に
つ
い
て
｢良
い
こ
と
｣

と
の
回
答
を
得
ま
し
た

(図
9
、
写
真
2
)。

さ
ら
に

｢協
議
会
の
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み
｣
に
つ

い
て
は
、
｢引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

(約
八
割
)｣
と
の
支
持
を
受
け
て
い
ま
す
。
(図
沁
)

『
五
十
日
』
に
つ
い
て
の
回
答
は
、
約
九
割
の
方
が

｢五
十
日
｣
を
認
知
し
て
お
り
、
約
七
割
の
方
が

｢五
十

日
は
渋
滞
が
激
し
い
｣
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
十

日
の
渋
滞
原
因
は
、
｢交
通
量
の
増
加

(約
五
割
)｣
、
｢駐

車
車
両

(約
三
割
)｣
が
多
く
、
｢路
上
工
事
｣
は
六
%
と

少
な
い
回
答
で
し
た

(図
8
)。

ま
た
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
｢社
会
実
験
の
取
組

表 1 市民 ･ドライバー対象アンケート回収結果

配布票数 (票) 回収票数 (票) 回収率 構成比

新聞折り込み 鸚
214 0

,
9% 7

,
6%

バス協会 1
,
500 141 9

,
4% 5

,
0%

タクシー協会 18,
000 1

,
204 6

‐
裾 43

,
0%

トラック協会 4
,
000 断 饑 鰈

＼小計 { ゞ 47,玉QO ミ跡、紳蝋ホームページ 第 一 跳
街頭インタビュー

!
- 聯
{＼ 小計 ご

、一 、翅
一 {鱗

＼ 合計 ･ ぬ7,お0〇 、廓̂ ｣
、 嬬

次
に
、
工
事
実
施
者
側
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
、
一
一
三
票
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た

(表
2
)。

『五
十
日
』
に
つ
い
て
の
回
答
は
、
市
民
･
ド
ラ
イ
バ

ー
を
対
象
と
し
た
回
答
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
、
約
九

割
の
方
が

｢五
十
日
｣
を
認
知
し
、
約
七
割
の
方
が

｢五

十
日
は
渋
滞
が
激
し
い
｣
と
思
っ
て
い
ま
す
。

l 工事の多さは ? -
　
　
関

l工事の目的や必要性ま? -

-五十日の l渋滞原因は ?

l 五十日の渋滞ま? J
駐車車両 27 %

- 五十日の認知度よ? l

　
に
逡
　
　
　
　

　

　
　

るい撫酪

′
て
･
　
　

　
　　

　

8

ヤ

　

　

図



l 五十日の工事中止は ? !

どちらとも
言えない
8 %

特に何も
思わない

図 9 社会実験について

良いこと
だと思う
69 %

L 協議会の取組みは ? !

ま
た
･
五
十
日
の
渋
滞
原
因
は
、
黍

通
量
の
増
加

跡

注

負

他

十

玖部秋翻地獄滞囃轆埠飼鳳徽蛔洲にね携“恋い爛沈

毅

嘲
聯
"
銚

さ
ら
に

『仮
に
五
十
日
の
工
事
を
中
止
す
る
と
し
た
場

合
』
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
回
答
は
、

｢受
け
入
れ
難
い
｣
と
の
回
答
が
約
四
割
で
し
た
が
、
逆

(図
g
o
ま
た
受
け
入
れ
難
い
主
な
理
由
と
し
て
、
次
の

に

｢金
曜
日
の
み
｣
や

｢月
末
の
み
｣
な
ど
の

｢条
件
付

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

き
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
｣
と
の
回
答
も
約
四
割
で
し
た

･

.
、鵲
ミ

く
な
る
こ
と

"
、
滴
こ

表 2 工事実施者側対象アンケート回収結果

回収票数
(票) 構成比

工事発注者 49 43,4%

工事請負者 5 1 45,1%

その他 13 11,5%

合計 113 l00,0%

どちらとも
言えない
5 %

なし、
1 %

引き続き
必要
83 %

図10 協議会について

工
事
実
施
に
際
し

程
調
整
が
し
難
く
な
る
。

に
対
す
る
印
象
が
悪
く
な
る

沿 く
道 な
住 る
民 の
と で
の は

　　
突 か
施毎 O
の
日
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写真 2 街頭インタビュー

き

･
工
事
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
逆
に
市
民
の
工
事



四

効
果
の
有
効
性

五
十
日
の
交
通
量
は
通
常
よ
り
多
く
、
五
十
日
の
工
事

中
止
に
よ
り
、
旅
行
速
度
が
約
二
割
向
上
す
る
こ
と
が
効

果
･
有
効
性
と
し
て
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
街
頭
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
か
ら
も
約
七
割
の
方
か
ら
五
十
日
の
工
事
中
止

の
取
組
み
に
つ
い
て

｢良
い
こ
と
｣
と
の
回
答
を
得
て
お

- 五十日の渋滞原囲ま? -

交通量の増加
57 %

り
、
『五
十
日
の
工
事
中
止
』
の
有
効
性
が
見
出
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
市
民
等
の
印
象
と
し
て
、
五
十
日
の
渋
滞
原

因
は

｢交
通
量
の
増
加
｣
と

｢駐
車
車
両
｣
で
あ
り
、
｢路

上
工
事
｣
が
原
因
と
の
回
答
は
少
な
い
こ
と
や
、
工
事
実

施
者
側
の
意
識
と
し
て
、
｢五
十
日
の
工
事
中
止
｣
の
賛
否

は
約
四
割
ず
っ
と
い
っ
た
結
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

五

課
題

五
十
日
の
渋
滞
に
対
し
、
あ
る
一
定
の
効
果
･
有
効
性

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
五
十
日
の
工
事
中
止
を
今

後
導
入
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
工
事
期
間
が
長
く
な

る
こ
と
に
よ
る
住
民
意
識
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

や
、
工
事
実
施
に
際
し
、
沿
道
住
民
と
の
工
事
実
施
の
日

程
調
整
が
し
難
く
な
る
こ
と
、
ま
た
今
ま
で
五
十
日
の
運

転
を
控
え
て
い
た
人
が
｢五
十
日
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た
｣

と
の
印
象
を
持
ち
、
更
に
交
通
量
が
増
加
す
る
恐
れ
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に

導
入
時
の
適
用
の
範
囲
設
定
と
し
て
、
大
阪
市
域
を
走
る

阪
神
高
速
道
路
等
と
の
調
整
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

穴

今
後
の
展
開

こ
れ
ま
で
協
議
会
で
は
、
平
成
九
年
度
に
路
上
工
事
縮

減
施
策
を
と
り
ま
と
め
た

｢路
上
工
事
縮
減
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

(案
)｣
を
作
成
し
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
路
上

工
事
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
実
態
把
握
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
一
五
年
度
に
は
、
｢平
成
一
四

年
度
の
路
上
工
事
密
度

(時
間
/
知
･
年
)
を
ベ
ー
ス
と

し
て
平
成
一
九
年
度
に
は
二
割
削
減
す
る
｣
こ
と
を
新
た

な
路
上
工
事
縮
減
目
標
と
し
て
設
定
し
ま
し
た

(図
倦
)。

ま
た
同
じ
よ
う
な
場
所
で
何
度
も
工
事
を
し
な
い
よ
う
に

｢掘
り
返
し
対
策
重
点
エ
リ
ア
｣
を
設
定
す
る
な
ど

(図

巴
、
種
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

わからない
9 %

- 五十日の渋滞ま? -

変わらなし
17 %

少ない 0 % ‐

-五十日の工事中止の導入は匂

　　
劉
ら
1

難れ
%　受

図12 工事実施者側を対象としたアンケート調査結果

- 五十日の認知度ま? ｣

るいて
%
し
朝
解理

が

解
い

心
理
な
)

関
り
い
所

に

ま
で
E

特

あ
し
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図13 大阪市域の路上工事密度 (時間/ km ･年)
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し
か
し
、
路
上
工
事
は
、
通
行
空
間
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
上
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
等
を
埋
設
す
る
空
間
と
し
て

重
要
な
役
割
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
維
持
や
管
理
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
で
す
。
ま
た
現
状
に
お
い
て
も
、
年
度
末
等

の
工
事
抑
制
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
工
事
中

止
の
日
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
関
係
機
関
と
慎
重
に
調
整

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
交
通
渋
滞
が
激
し
い

と
さ
れ
る
五
十
日
の
工
事
中
止
に
つ
い
て
、
社
会
実
験
で

得
ら
れ
た

｢効
果
-
有
効
性
｣
と

｢課
題
｣
を
基
に
、
協

議
会
で
議
論
を
重
ね
、
導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す

(写
真
3
)。

七

お
わ
り
に

社
会
実
験
の
実
施
は
、
路
上
工
事
縮
減
対
策
の
検
討
に

あ
た
っ
て
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
た
ほ
か
、
市
民
に
対
し

写真3 協議会の様子

路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み
を
広
く
P
R
で
き
ま
し
た
。
ま

た
｢本
社
会
実
験
の
取
組
み
の
必
要
性
｣
や
｢協
議
会
の

取
組
み
の
必
要
性
｣
に
つ
い
て
、
多
く
の
支
持
を
得
ら
れ

た
こ
と
は
、
本
取
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
、
平
成
一
六
年
度
に
実
施
し
た
社
会
実
験
に
つ
い

て
概
要
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
。
平
成
一
七
年
度

は
、
近
畿
各
府
県
に
工
事
の
計
画
段
階
、
実
施
段
階
に
お

い
て
路
上
工
事
縮
減
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
る

｢路
上
工

事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
善
会
議

(仮
称
)｣
を
設
置
し
、
施

策
の
検
討
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

(設

置
済
"大
阪
市
、
京
都
府
、
京
都
市
)。

ま
た
、
今
後
の
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
様
々
な
視
点
で
施
策
を
検

討
し
、
｢安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確
保
｣
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

○
大
阪
市
内
路
上
工
事
縮
減
対
策
協
議
会
メ
ン
バ
ー

近
畿
地
方
整
備
局
、
近
畿
地
方
整
備
局
大
阪
国
道
事

務
所
、
大
阪
市
建
設
局
、
大
阪
府
警
察
本
部
、
大
阪

市
水
道
局
、
大
阪
市
都
市
環
境
局
、
西
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
、
関
西
電
力
株
式
会
社
、
大
阪
ガ
ス
株

式
会
社

※
1
!
一
カ
月
間
の
工
事
を
一
月
･
件
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
値
。

(例
)
三
カ
月
の
工
事
は
一
つ
の
発
注
工
事
で
も
三
月
･
件
と
な
る
。

※
2
ー
G
P
S
を
活
用
し
、
走
行
位
置
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
測
定
で
き

る
携
帯
用
端
末
を
設
置
し
た
車
両
。

今
回
の
社
会
実
験
に
お
い
て
も
、
関
西
特
有
の
五
十
日

に
着
目
し
た
新
た
な
取
組
み
で
あ
り
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
で
も
協
議
会
の
取
組
み
が
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。



鬮
繭
覊
霊
園
特
集
/
路
上
工
事
縮
減
に
擦
る
取
組
み

九
州
靜
線
週
離
協
議
会

(鴬
上
証
事
純
減
専
門
部
会
)
⑭
釀
組
み
に
つ
い
て

九
州
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
管
理
課

児
玉

敏
幸

道
路
は
人
、
自
転
車
、
自
動
車
な
ど
の
交
通
基
盤
を
担

う
と
と
も
に
、
鉄
道
、
港
湾
な
ど
他
の
交
通
機
関
を
有
機

的
に
結
合
し
、
そ
の
機
関
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
都
市
骨
格
形
成
な
ど
の
市
街
地
形
成
機
能
、
延

焼
防
止
な
ど
の
防
災
機
能
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
収
納
機
能
な
ど
多
様
な
機
能
を
有
し
、
経
済
、
社
会

活
動
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
国
土
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
最
も
基
礎
的
な
基
盤
施
設
で
あ
る
。

こ
の
道
路
上
で
行
わ
れ
る
路
上
工
事
は
、
交
通
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
道
路
管
理
者
が
行
う
路
面
補
修
等

の
工
事
や
、
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
水
道
等
日
々
の
生
活

に
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
や
管
理
を
行
う
占
用

工
事
な
ど
、
道
路
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
保
全

･
向
上
さ

せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
工
事
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
一
五
年
度
に
国
土
交
通
省
が
実

施
し
た

｢道
路
利
用
者
に
対
す
る
満
足
度
｣
調
査
で
は
、

路
上
工
事
の
や
り
方
に
対
し
て
の
不
満
が
道
路
施
策
の
中

で
二
位
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
路
上
工
事
の
縮
減
に
対
す

る
取
組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
、
道
路
重
点
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
路
上
工
事
縮
減
を
平
成
一
四
年
度
に
比
べ
一
九

年
度
ま
で
に
二
割
削
減
を
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

九
州
地
域
に
お
い
て
も
、
後
述
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、
路
上
工
事
に
対
す
る
不
満
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
九
州
幹
線
道
路
協
議
会
に

｢路
上
工
事
縮
減
専
門

部
会
｣
を
設
置
し
検
討
し
て
お
り
、
こ
の
取
組
み
に
つ
い

て
述
べ
る
。

一

九
州
の
道
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

九
州
幹
線
道
路
協
議
会
に
お
い
て
、
平
成
一
六
年
七
月

に

｢ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣
を
行
っ
て
い
る
。
九
州
全
域
を

対
象
に
、
各
市
町
村
の
人
口
比
率
に
基
づ
き
、
無
作
為
に

一
万
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
配
布
し
、
約
四
千
人

よ
り
回
答
が
得
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
、
図
1
の
と
お
り
路
上

工
事
に
対
す
る

｢不
満
｣
が
七
割
を
超
え
、
大
都
市
圏
の

み
な
ら
ず
、
九
州
に
お
い
て
も
路
上
工
事
に
対
す
る
不
満

が
大
き
い
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
不
満
の
理
由
は
、
図
2
の
と
お
り
、
｢頻
繁
な
掘
り

返
し
工
事
は
税
金
の
無
駄
遣
い
｣
六
六
%
、
｢工
事
が
年

末
や
年
度
末
に
集
中
｣
六
O
･
七
%
、
｢渋
滞
の
原
因
に

な
る
｣
四
九

･
四
%
、
｢工
事
の
内
容
や
期
間
、
時
間
帯

が
不
明
｣
三
一
･
一
%
と
い
っ
た
理
由
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
、
不
満
の
具
体
箇
所
を
み
る
と
、
図
3
の
と

お
り
国
道

(直
轄
)
が
四
五
%
、
国
道

(補
助
)
三
一
%
、

県
道

一
七
%
と
、
幹
線
道
路
に
対
し
て
の
不
満
が
高
く
、



図 2 不満の理由
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※ アンケート上で ｢路上工事が不満｣ と指摘された具
体的箇所

県
道
以
上
で
九
三
%
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
路
上
工
事
へ
の
不

満
が
多
い
こ
と
か
ら
、
九
州
幹
線
道
路
協
議
会
に
、
平
成

一
六
年
三
一月
に

｢路
上
工
事
縮
減
専
門
部
会
｣
を
設
置

し
、
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
路
上
工
事
に

対
す
る
不
満
が
大
き
い
こ
と
を
認
識
し
、
相
互
に
協
力
し

て
路
上
工
事
の
縮
減
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

◆
専
門
部
会
メ
ン
バ
ー
構
成

-
九
州
地
方
整
備
局

.
九
州
各
県
!
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
、

大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

･
政

令

市
ー
北
九
州
市
、
福
岡
市

･
日
本
道
路
公
団

･
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社

二

路
上
工
事
の
現
状

平
成
一
五
年
度
に
お
け
る
路
上
工
事
時
間
は
、
東
京
二

三
区

(直
轄
)
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
路
上

工
事
が
約
四
0
%
、
占
用
工
事
が
約
六
〇
%
と
占
用
企
業

者
に
よ
る
路
上
工
事
が
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
九
州
に

お
い
て
は
、
図
4
の
と
お
り
、
県
道
及
び
国
道

(合
計
)

で
は
約
六
0
%
が
道
路
管
理
者
工
事
で
あ
り
、
直
轄
国
道

に
お
い
て
は
、
八
0
%
が
道
路
管
理
者
工
事
が
占
め
て
お

り
、
九
州
に
お
い
て
は
道
路
管
理
者
に
よ
る
路
上
工
事
縮

減
の
取
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
直
轄
国
道
に
お
け
る
路
上
工
事
の
状
況
は
、
以



下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
路
上
工
事
時
間
は
、
図
5
の
と

時
間
は
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
は
図
6
の
と
お
り
、

道
路
管
理
者
工
事
が
顕
著
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
度
も
同

お
り
、
平
成
一
四
年
度
は
一
九
九
時
間
/
師
/
年
、
平
成

九
月
以
降
の
路
上
工
事
の
割
合
が
高
く
、
特
に
二
月
及
び

様
の
傾
向
で
あ
る
が
、
一
二
月
及
び
三
月
の
路
上
工
事
時

一
五
年
度
は
一
七
三
時
間
/
如
/
年
、
平
成
エ
ハ年
度
は

三
一九
時
間
/
蝿
/
年
で
あ
り
、
前
年
度
比
で
み
る
と
平

成
一
五
年
度
は
一
三
%
削
減
、
平
成
一
六
年
度
は
二
五
%

削
減
と
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
②
月
別
の
路
上
工
事

減　
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九
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路
上
工
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様
の
傾
向
で
あ
る
が
、
一
二
月
及
び
三
月
の
路
上
工
事
時

間
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
年
末
年
始
の
中
止
期
間

の
設
定

(
三
一月
一
七
日
~
一
月
六
日
)、
三
月
の
路
上

工
事
時
間
を
前
年
度
比
で
1
/
3
削
減
を
目
標
に
取
り
組

ん
だ
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

三

路
上
工
事
縮
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

九
州
幹
線
道
路
協
議
会
に
お
い
て
は
、
路
上
工
事
縮
減

は
道
路
行
政
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

｢路
上
工
事
縮
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
平
成
一

七
年
五
月
に
策
定
し
、
今
後
よ
り
一
層
、
路
上
工
事
縮
減

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お

｢路
上
工
事
縮
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

図 6 月別路上工事時間 (直轄のみ)

1

対
象
工
事
及
び
対
象
道
路

対
象
工
事
は
、
既
に
供
用
中
の
道
路
上
で
行
わ
れ
る
道
路

管
理
者
及
び
占
用
企
業
者
が
行
う
通
行
規
制
を
伴
う
工
事
と

す
る
。
ま
た
対
象
道
路
は
、
九
州
地
域

(沖
縄
県
を
除
く
)

に
お
け
る
幹
線
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
県

道
、
福
岡
･
北
九
州
都
市
高
速
道
路
)
と
し
て
い
る
。

2

対
応
方
針

｢九
州
の
道
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣
結
果
の
、

路
上
工
事
に
対
す
る
不
満
の
内
容
を
考
慮
し
、
五
項
目
の



表 I 対応方針及び具体的方策の事例

対 応 方 針 具体的方策の事例 主 旨

道路管理者の意識の改革
知

知

周

周

ひ

び

及

及

成

成

作

作

科

料

資

資
糊
糊
理

業

管

企
鰯
胡
ゆ
吻
識

織

認

詔

減

滅

縮

縮
不満が大きいこと及び不満の内容を道路管理者自らが再
認識

工期設定の適正化 (平準化)

減

を

縮

種
物
江

滅

工

高

結

末

の

制

の
度

果

抑

事

年

効

の

工

る

滅

事

末

よ

精

工

度

に

･

上

年

等

け
注

路

る

注

向
発

の

よ

発

に
な

間

に

の

行
的

期

注

事

執
面
{
制

発

工

的
計

抑

期

債

率
だ

点

早

国

効
ん

重

′と工事が年度末に集中している現状を踏まえ、路上工の年度内の工期の適正化を図ること&こより、不
満の多

い年度末の路上工事を縮減

価

桝

評わ

嫌

努

船

秋

鏑

の
更

の

り

法

変

者

制

鱗勳鯰糠

緘継

蝸
の
②
③

繊現

＼行姥和聽
じ
響
応
影漱“鷁祷

節交、道
て
沿
い
と
お
縮
に
短跡ゆ④緘

各
規

(1) 工事方法の工夫 ･事例集の作成

(2) 構造の変更 ･事例集の作成

(3) 施工業者の短縮努力の評価

価評の
価

術

評

技

の

工

果
獺
蹴
脉
"
割
叺

価

影

バ

評

の
イ

の
道

ラ

縦

治

ド

短

･

･

間

通
域

期

交

地

(4) 継続規制する場合の休日施工 爽雙蹴蕊)狡知こ終謝湘親、繊燐縦箪
近接工事間の調整

簇物稔調)鬱離
業
の
企
回瑚檄

･
、
成

者
催

作

理
開

の

管
期

集

略
早

例

道
(

事

る
う
す
行
接
を
近
制鰈観艇執

管
調祁搬鼈

菜
問輸醐

占
工
減
、
、絲

や
は
を

間
て
)

者
い
間

理
つ
時

管
に
(

路
事
間

道
工
期

、

化繃 示

)

)

明

成

知

い

作

周

す

の

の

や

集

等

り

例

聞

か

事

期

わ

(

制

の

集

抑

等

収

点

間

の
車

時

夙
離
し洲

テ
広

直
、

ク

る

兄
釣

ラ

よ

の
目

プ

に

板
の

ト

等

肴
事

ス
問

事
工

べ

新

工
(

解理邦
僕
対
提
に
に
み
切
組
適
取反物

つ縮
に
事
細
工
情
上
ゆ
路
硼
に
や
等
的
者
自
用
の
利跡滋

対
応
方
針
に
基
づ
き
、
効
果
的
な
路
上
工

事
の
縮
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な

お
、
五
項
目
の
対
応
方
針
及
び
具
体
的
方

策
の
事
例
は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

3

路
上
工
事
縮
減
の
目
標

路
上
工
事
に
対
す
る
不
満
や
路
上
工
事

に
よ
る
交
通
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
、
重

点
抑
制
期
間

(中
止
期
間
、
抑
制
期
間
)

及
び
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

中
止
期
間
は
、
①
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
、
②
お
盆

(平
成

一
七
年
度
は
八
月
一

二
日
夜
間
~
-
六
日
早
朝
)、
③
年
末
年
始

(平
成
一
七
年
度
は
一
二
月
一
六
日
夜
間
~

一
月
一
0
日
早
朝
)、
④
交
通
へ
の
影
響
が

大
き
い
期
間

(祭
り

･
イ
ベ
ン
ト
、
観
光

等
、
地
域
ご
と
に
設
定
)
と
し
、
こ
の
期

間
は
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
工
事
や
一
時

的
な
交
通
規
制
解
除
が
困
難
な
工
事
を
除

き
、
原
則
と
し
て
路
上
工
事
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
い
る
。

抑
制
期
間
は
、
年
度
末
の
路
上
工
事
へ

の
不
満
が
多
い
こ
と
か
ら
三
月
を
対
象
に
、

工
期
設
定
の
適
正
化
等
に
よ
り
路
上
工
事

を
抑
制
す
る
こ
と
と
し
、
路
上
工
事
に
よ

る
交
通
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

目
標
と
し
て
、
路
上
工
事
期
間

(時
間
)
中
の
交
通
へ
の

影
響
台
数
を
九
州
全
域
及
び
各
ブ
ロ
ッ
ク

(各
県
)
に
お

い
て
一
五
%
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
路
上
工

事
日
数
は
、
九
州
全
体
で
八
%
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

4

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

平
成
一
七
年
度
の
路
上
工
事
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
実

態
把
握
を
行
い
、
平
成
一
人
年
度
以
降
の
路
上
工
事
縮
減

の
取
組
み
に
反
映
す
る
た
め
、
｢路
上
工
事
縮
減
専
門
部

会
｣
に
お
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四

終
わ
り
に

路
上
工
事
は
、
従
来
か
ら
も
抑
制
す
べ
く
幾
度
と
な
く

職
員
や
占
用
企
業
者
へ
通
知

･
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
国
民
に
理
解
し
て
頂
い
て
い
な
い
こ
と
を
認
識

し
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

今
回
、
職
員
等
へ
の
周
知
徹
底
、
意
識
改
革
を
行
う
と
と

も
に
、
占
用
企
業
者
、
請
負
業
者
に
も
路
上
工
事
の
縮
減
、

抑
制
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
、
協
力
し
て
共
に
行
動
す
る
ポ

イ
ン
ト
を
さ
ら
に
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
九
州
の
人
々
に
路
上
工
事
の
必
要
性
を
認
識

し
て
頂
く
と
と
も
に
、
縮
減
へ
向
け
、
道
路
管
理
者
や
関

係
者
が
一
致
し
た
認
識
の
も
と
に
行
動
し
、成
果
を
あ
げ
、

理
解
し
て
頂
く
よ
う
に
関
係
者
一
同
努
力
し
て
い
く
所
存

で
あ
る
。
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園
特
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/
路
上
霊
事
縮
減
に
擦
る
取
組
み

(銘"古翳市溺政肺木畿硼道鱗部鰯路嗣理調主鰹
(擶甘
孃斡鵯陰
農思
田
万全辛

一

は
じ
め
に

名
古
屋
市
道
路
占
用
調
整
協
議
会

(以
下
｢協
議
会
｣

(事
務
局
=
名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
道
路
部
道
路
管
理

課
))
で
は
、
市
民
へ
の
道
路
工
事
広
報
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
平
成
一
七
年
度
、
占
用
調
整
協
議
会
と
し
て
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た

(
図
ー
)
。

今
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、ご
く
当
た
り
前
の
広
報
手
段
、

情
報
発
信
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
道
路
工
事

の
広
報
手
段
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
一
般
化
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

私
が
検
索
し
た
限
り
で
は
、
国
土
交
通
省
の
各
地
方
整

備
局
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
に
、
東
京
都
の
道
路
占

用
工
事
企
業
者
連
絡
協
議
会

(以
下
｢企
連
協
｣)
が
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

企
連
協
は
占
用
企
業
者
の
み
の
団
体

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
行
政
と
企

業
者
が
一
体
と
な
っ
た
占
用
調
整
協
議

会
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
の

は
初
め
て
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い

る
。さ

て
、
そ
の
開
設
に
む
け
て
、
平
成

一
六
年
度
に
は
、
協
議
会
内
部
で
検
討

を
行
う
と
共
に
、
道
路
工
事
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
利
用
し
て
、
市
民
に
よ
る
検
討

も
実
施
し
な
が
ら
製
作
を
進
め
た
。
今

回
、
道
路
工
事
広
報
の
参
考
に
な
れ
ば

武
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二

こ
れ
ま
で
の
状
況

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
道
路
工
事
広
報
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ま
で
、
名
古
屋
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
項
目
と

し
て
掲
示
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
平
成
三

年
に
協
議
会
で
作
成

し
た
市
民
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

｢ま
た
道
路
を
掘
る
ん
で

す
か
｣
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
っ
た

(図
2
)。

ま
た
、
幹
線
道
路
の
道
路
工
事
情
報
も
掲
示
し
て
い
た

が
、
そ
の
更
新
は
、
三
ヵ
月
に
一
度
と
い
う
頻
度
で
あ
っ

た
。
三
ヵ
月
も
同
じ
情
報
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
終
わ
っ
た
工
事
も
多
数
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
も

う
少
し
早
い
サ
イ
ク
ル
で
の
更
新
は
以
前
か
ら
の
課
題
で

あ
っ
た
。

図 2 従来のホームページ

こ
れ
ま
で
の
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ら
の
掲
示

情
報
の
修
正
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
管
理
し
て
い
る
他
局
の

部
署
へ
依
頼
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
工
事
情
報
更
新
の
頻
度
の
増

大
や
内
容
の
頻
繁
な
修
正
は
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

三

道
路
工
事
モ
ニ
タ
ー
へ
の
意
見
聴
取

1

道
路
工
事
モ
ニ
タ
ー
制
度

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
協
議
会
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
始
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
協

議
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
検
討
と
機
を
同

じ
く
し
て
、
道
路
工
事
モ
ニ
タ
ー
制
度
も
実
施
し
た
。

こ
れ
は
、
道
路
利
用
者
か
ら
具
体
的
か
つ
現
実
的
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
道
路
工
事
の
改
善
に
役
立
て

よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
三
〇
名
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
、

昨
年
度
は

｢道
路
工
事
の
広
報
｣
に
関
し
て
意
見
を
い
た

だ
く
道
路
工
事
検
討
会
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
検
討
項
目

と
し
て

｢ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
道
路
工
事
広
報
に

つ
い
て
｣
を
取
り
上
げ
る
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
意
見
と
協
議
会
内
で

の
検
討
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に

｢道
路

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
｣
取
組
み
に
な
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

道
路
工
事
検
討
会
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
討
す

る
グ
ル
ー
プ
は
、
特
に
日
頃
か
ら
よ
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
人
を
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て
選
ん
だ
。

検
討
会
は
二
回
実
施
し
、
一
回
目
は
自
己
紹
介
と
フ
リ

ー
な
話
し
合
い
を
目
標
と
し
た
。
二
回
目
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
大
枠
が
で
き
て
い
た
の
で
、
デ
モ
を
ご
覧
い
た
だ

い
た
上
で
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
意
見
を
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
努
め
た
。

以
下
に
、
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
を
な
る
べ
く
そ
の
ま

ま
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

道行セ 2005.6 29

2

道
路
工
事
モ
ニ
タ
ー
の
意
見

=

従
来
の
名
古
屋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
道
路
工
事
の
説

明
等
に
つ
い
て

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
般

･
行
政
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
地
味
な
の
で
、
も
っ
と

遊
び
ゴ
コ
ロ
の
あ
る
、
見
易
い
も
の
に
し
て
ほ
し

い
。

･
利
用
す
る
人
間
の
対
象
を
絞
る
べ
き
。

･
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
必
要
が
あ
っ
て
探
し
た
も
の

な
ら
見
る
が
、
一
般
的
に
楽
し
み
、
面
白
み
が
な

い
と
あ
ま
り
見
な
い
と
思
う
o

②
見
て
い
た
だ
く
方
策
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
よ
く
見
る
が
、
現
在
の
道
路

工
事
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
硬
い
し
、
親
し
み
に
く

い
。
一
般
利
用
者
へ
ク
イ
ズ
な
ど
を
投
げ
か
け
て
、

双
方
向
で
意
見
を
言
う
方
法
は
使
え
な
い
の
か
。

･
意
見
を
送
る
た
め
の
メ
ー
ル
･
ア
ド
レ
ス
等
を
載

せ
て
ほ
し
い
。

.各
ペ
ー
ジ
の
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
。

お問い合せ十党名古風市緑裁土不島道勝部道轉管理課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

道路工事の疑問に｢お答えします｣
釜互なぜ上漱が必辰なのマ



②

従
来
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
道
路
工
事
情
報
に
つ
い
て

が
可
能
に
な
り
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
状
況
が
分
か
る
の

①
工
期
等
の
情
報
内
容
に
つ
い
て

で
早
い
情
報
交
換
の
場
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

･
工
期
の
変
更
等
が
分
か
る
よ
う
に
、
更
新
を
早
く

し
た
ほ
う
が
よ
い
。

･
工
事
期
間
が
長
い
の
で
、
前
意
見
と
は
逆
に
、
こ

の
よ
う
な
も
の
の
更
新
が
頻
繁
に
必
要
か
。

･
ト
ラ
ッ
ク
乗
務
員
は
、
場
所
･
工
期
等
が
気
に
か

か
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分

か
る
と
助
か
る
o

･
工
事
の
内
容
よ
り
も
、
渋
滞
情
報
が
気
に
な
る
。

渋
滞
の
程
度
が
分
か
る
と
良
い
。
通
過
に
通
常
よ

り
一
五
分
余
分
に
か
か
り
ま
す
と
か
。
時
間
的
、

距
離
的
な
予
測
が
で
き
る
よ
う
な
方
向
で
検
討
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
迂
回
路
を
使
っ
た
場
合
の
所

要
時
間
も
分
か
る
方
が
良
い
。

･
道
路
工
事
が
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
ど
れ
く
ら

い
工
事
が
進
ん
で
い
る
の
か
、
分
か
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

･
現
状
で
は
、
規
制
内
容
の
中
身
が
分
か
ら
な
い
。

中
央
よ
り
か
、ど
の
車
線
か
を
掲
示
し
て
ほ
し
い
。

･
工
事
に
片
側
か
ら
着
手
す
る
場
合
は
、
工
事
の
進

行
方
向
も
分
か
る
と
良
い
。

②
そ
の
他

･
市
全
体
の
工
事
箇
所
図
だ
け
で
は
分
か
り
づ
ら
い

の
で
、
詳
細
地
図
で
分
か
っ
た
方
が
よ
い
。

･
電
子
掲
示
板
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
早
い
情
報
収
集

で
早
い
情
報
交
換
の
場
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

･
ど
う
す
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
の
か
。
長

期
的
工
事
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

分
か
る
よ
う
に
す
れ
ば
ど
う
か
。
工
事
一
覧
を
文

字
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
絵
で
分
か

る
よ
う
に
す
れ
ば
ど
う
か
。

③

作
成
中
の
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
般
に
つ
い
て

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
般

･
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
て

｢
モ
グ
ラ
｣
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
か
っ
た

(複
数
意
見
)。
タ
ヌ
キ
に
見
え
た
。

･
名
古
屋
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢シ
ャ
ッ
チ
ー
｣
と
関

連
づ
け
て
、
名
古
屋
市
の
特
徴
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

･
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
担
当
者
名
を
表
示
し
て
は
。
責

任
の
あ
る
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

･
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
立
ち
上
が
っ
た
と
き
、
広
報
誌

等
に
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②

｢メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
｣
に
関
し
て

･
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
更
新
し
た
と
き
、
モ
ニ

タ
ー
宛
に
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
。
常
に
最
新
情
報
が
く
る
と
見
る
気
に

な
る
。

,
愛
知
県
観
光
協
会
な
ど
は
、
メ
ル
マ
ガ
の
よ
う
な

メ
ー
ル
が
来
る
。
ま
た
、
ビ
ー
ル
関
係

･
ガ
ス
会

社
か
ら
は
こ
ま
め
に
情
報
が
送
ら
れ
て
く
る
。

,
メ
ー
ル
で
の
配
信
を
携
帯
に
も
送
っ
て
ほ
し
い
。

回

作
成
中
の
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
工
事
情
報
に
関

し
て

①
表
示
情
報
に
関
し
て
･

･
工
事
情
報
に
関
し
て
誰
が
ア
ク
セ
ス
す
る
の
か
、

そ
れ
が
疑
問
で
あ
る
。

･
バ
ス
停
の
何
区
間
ぐ
ら
い
で
工
事
を
や
っ
て
い
る

の
か
が
、
地
図
上
で
わ
か
る
と
あ
り
が
た
い
。
交

通
機
関
が
工
事
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か

わ
か
る
と
い
い
。歩
道
が
狭
く
な
っ
て
い
る
な
ど
。

･
工
事
の
規
制
内
容
が
文
字
で
表
示
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
だ
け
で
わ
か
る
か
。
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。
地
図
と
リ
ン
ク
し
て
、
現

場

(風
景
)
の
写
真
が
あ
る
と
わ
か
り
や
す
い
の

で
は
。

･
工
事
に
伴
っ
て
の
バ
ス
停
移
動
な
ど
の
情
報
が
あ

る
と
い
い
。

②
表
示
地
図
に
関
し
て

･
工
事
情
報
の
表
示
地
図
の
移
動
は
、
も
う
少
し
小

刻
み
に
動
か
せ
た
方
が
い
い
。
更
新
も
も
う
少
し

早
く
し
て
ほ
し
い
。
一
カ
月
で
は
ち
ょ
っ
と
遅
い
。

･
地
図
の
縮
尺
が
少
し
気
に
な
る
。
普
通
の
人
だ
と

な
か
な
か
工
事
の
規
模
が
わ
か
り
に
く
い
。

･
市
の
全
域
地
図
は
白
い
地
図
の
ま
ま
か
。
区
の
名

前
く
ら
い
表
示
し
て
ほ
し
い
。
白
地
図
で
は
、
多

く
の
人
に
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
は
。

･
市
の
全
域
地
図
に

｢名
古
屋
市
｣
と
記
載
し
て
は



ど
う
か
。

四

協
議
会
と
し
て
の
検
討

1

基
本
的
改
善

こ
の
よ
う
な
意
見
を
受
け
て
、
協
議
会
と
し
て
検
討
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な
改
善
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

①
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
設
定

ま
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
設
定
し
、

親
し
み
易
い
も
の
と
す
る
。

工
事
の
説
明
も
、
よ
り
や
さ
し
く
、
具
体
的
な
も
の

と
す
る
。

②
工
事
情
報
の
表
示
改
善

工
事
情
報
の
三
ヵ
月
更
新
を
一
カ
月
更
新
と
し
、
極

道路工事に対して
ご理解とご協力を

図 3 従来の道路工事情報地図
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図 4 従来の工事情報表示

力
直
営
で
情
報
更
新
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
直
営
入
力
で
き
れ
ば
、
一
ヵ
月
更
新
を

よ
り
早
め
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。

ま
た
、
従
来
は
、
図
3
の
黒
丸

(番
号
が

表
示
さ
れ
て
い
る
)
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
図

4
の
一
覧
表
が
表
示
さ
れ
る
形
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
だ
と
、
地
図
と
工
事
内
容
が
同
一

画
面
で
確
認
で
き
ず
、
使
い
に
く
い
も
の
で

あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
全
市
の
地
図
で
工
事
情
報
を

見
た
い
メ
ッ
シ
ュ

(概
ね
市
内
を
四
人
メ
ッ

シ
ュ
に
分
割
)
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の

拡
大
地
図
と
個
別
の
工
事
情
報
が
同
一
画
面

上
に
表
示
さ
れ
る
も
の
と
し
た

(図
5
)。

③
ウ
ェ
ブ
上
の
イ
ベ
ン
ト
検
討

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
一
般
の
方
が
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
た
。
手
始
め
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ネ
ー
ム
募
集
を
行
う
。

④
協
議
会
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

協
議
会
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
協
議
会
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
市
民
へ
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
協
議

会
の
機
関
紙

｢協
議
会
だ
よ
り
｣
を
掲
載
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

図 5 新しい道路工事情報の表示
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2

個
別
意
見
の
検
討

各
個
別
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
要
望
ど
お
り

と
は
行
か
な
か
っ
た
。個
別
に
検
討
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

①

工
事
の
進
捗
状
況
や
進
行
方
向
の
表
示
は
、
す
べ

て
の
工
事
が
一
方
向
に
進
む
も
の
で
は
な
い
し
、
支

障
地
下
埋
設
物
の
工
事
や
仮
管
の
埋
設
工
事
な
ど
同

一
路
線
で
場
所
が
転
々
と
す
る
た
め
表
示
し
き
れ
な

い
。

②

渋
滞
情
報
は
、
曜
日
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
も
刻
々

変
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
は
難
し
い
。

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
渋
滞
情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち

ら
と
の
リ
ン
ク
で
対
応
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

③

規
制
情
報
を
よ
り
詳
細
に
す
る
こ
と
は
、
情
報
更

新
を

一
カ
月
単
位
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

事
実
上
無
理
で
あ
る
。

た
だ
し
、
固
定
の
占
用
帯
の

｢歩
道
寄
り
一
車
線

規
制
｣
な
ど
、
表
記
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
極

力
情
報
提
供
し
て
い
く
o

④

工
事
情
報
の
一
部
と
し
て
現
地
写
真
や
完
成
予
想

図
な
ど
を
掲
示
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
検
討
課
題
。

⑤

電
子
掲
示
板
の
設
置
に
対
し
て
は
、
公
的
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
不
正
書
き
込
み
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
が
難
し
く
、
も
う
少
し
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

⑥

メ
ー
ル
送
付
に
よ
っ
て
、
更
新
情
報
等
を
流
す
こ

と
は
、
今
後
の
検
討
課
題
。

⑦

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
市
民
に
ど
の
よ
う
に
周

知
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
チ

ラ
シ

(図
6
)
を
市
内
各
区
の
図
書
館
や
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
四
、
0
0
0
枚
程
度
置
く
こ
と
と

し
た
。

六

翁
後
の
展
開
に
つ
い
て

1

何
を
伝
え
る
の
か

以
上
の
よ
う
な
検
討
を
経
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
と
も

か
く
も
動
き
始
め
た
。
し
か
し
、
私
個
人
の
意
見
と
し
て

も
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

近
年
、
道
路
工
事
は
、
財
政
縮
減
や
経
済
状
況
を
反
映

し
て
、
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
名
古
屋
市
で
は
、

地
下
鉄
工
事
や
一
部
の
幹
線
道
路
工
事
が
完
了
し
た
こ
と

も
あ
り
、
昨
年
度
の
工
事
件
数

(毎
月
一
日
現
在
で
実
施

し
て
い
る
工
事
の
延
べ
件
数
)
は
、
一
0
年
前
に
比
べ
て
、

半
減
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
ど
れ
ほ

ど
の
市
民
が
知

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
｢
?
｣

で
あ

る
。
そ
し
て
、
相
変
わ
ら
ず
、
｢工
事
が
多
い
｣
、
｢年
度

32 噴チテセ 20056
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末
工
事
は
、
予
算
消
化
の
税
金
無
駄
遣
い
｣
と
批
判
さ
れ

て
い
る
。

今
、
必
要
な
こ
と
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
工
事
が
地
下
埋

設
物
や
道
路
舗
装
の
維
持
更
新
な
ど
で
必
要
な
の
か
、
そ

し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
、
な
ど
の
事

柄
を
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く

こ
と
だ
と
思
う
。

2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ど
う
使
う
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
工
事
広
報
の
手
段
と
し
て
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
政
令
指
定
都
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
率
は
す
で
に
七
割
を
越
え
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る
。

全
国
レ
ベ
ル
で
見
て
も
、
六
割
に
達
し
て
い
る

(総
務
省

｢平
成
一
五
年
通
信
利
用
動
向
調
査
｣)。

し
か
し
、
す
べ
て
の
世
代
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
み
で
事
足
り
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
何
事

に
つ
け
、
解
決
策
が
ひ
と
つ
で
万
能
な
も
の
な
ど
な
い
の

だ
か
ら
、
様
々
な
組
み
合
わ
せ
で
効
果
を
高
め
て
い
く
し

か
な
い
。
今
後
は
、
紙
媒
体
に
よ
る
市
民
へ
の
広
報
、
す

な
わ
ち
協
議
会
の
広
報
誌
発
行
も
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
方
法
も
い
ろ
い
ろ
と
考

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
小
学
生
の

道
路
工
事
見
学
会
を
行
い
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
。
こ
の
方
法
な
ら
ば
、
小
学
生
に
工
事

の
実
態
を
説
明
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、
一
般
市

民
に
必
要
な
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
上
の
イ
ベ
ン
ト
の
応
募
者
に
、
ち
ょ
っ
と
難
し

い
ク
イ
ズ
を
実
施
し
、
｢
ヒ
ン
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ

ー
く
見
て
ね
｣
と
い
っ
た
形
で
、
道
路
工
事
の
説
明
を
読

ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
ひ
と
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

ア
イ
デ
ア
は
あ
っ
て
も
、
｢私
た
ち
の
常
識
が
市
民
の
常

識
で
は
な
い
｣
こ
と
を
い
つ
も
頭
に
と
ど
め
て
置
く
こ
と

で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
デ
モ
を
見
せ
た
時
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

描
い
て
い
た
モ
グ
ラ
の
絵
が
、
モ
グ
ラ
と
理
解
さ
れ
ず
、

タ
ヌ
キ
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
が
複
数

者
の
意
見
で
あ
っ
た

(図
7
参
韶
箋

た
し
か
に
、
こ
の
絵
だ
け
で
は
、
明
確
に
モ
グ
ラ
と
判

コミュニケ
夕-

ンゞ
ーフ

　
　
　
　

　

　
　

　
　
　
　

　
　

　

　
　　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

　

　　

　

　
　

ホ
シ　

7′図

断
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
モ
グ
ラ
か
タ
ヌ
キ
か
わ
か
ら

33

な
い
が
、
道
路
工
事
や
埋
設
物
の
工
事
な
ら
モ
グ
ラ
が
当

6　

た
り
前
と
私
が
考
え
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
物
事
に
対
す

知

る
感
覚
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
異
な
る
の
か
と
、
あ
る
意
味

セ

で
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
o

断

市
民
の
感
覚
で
改
善
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
公
務
員
と

し
て
の
原
点
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
拙
文
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
に
も
、
ま
た
違
っ

た
眼
で
ホ
J
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
提
案
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
を
お

伝
え
し
て
、
結
び
と
し
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

･
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　　



道路局道路交通管理課 中野 英樹

圓

圓

｢道路ふれあい月間｣
推進標語について

【

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
は
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら
八

月
三
一
日
ま
で
の
一
箇
月
間
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
国

民
に
改
め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く

し
む
と
い
う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い

利
用
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
を
常
に
広
く
、
美

し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
は
、
こ
の
月
間
に
お
い
て
、
国
民
自
ら
が

道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
十
分
理
解
し
、
自
主
的
か
つ

積
極
的
に
各
種
運
動
に
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
住
民
や
協
賛
団

体
の
関
係
者
等
を
構
成
員
と
す
る
委
員
会
等
を
設
置
す
る

な
ど
し
て
、
そ
の
意
向

･
意
見
を
把
握
し
、
で
き
る
限
り

地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
で
き
る
運
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
か
つ
効
果
の
高

い
運
動
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

各
種
の
行
事
は
、
地
域
住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
、
道
路
管
理
者
は
そ
れ
に
極
力
協
力
を
す
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
多
く
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
道
路
の
正
し
い
利

用
を
啓
発
し
、
道
路
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
定
す
る
よ
う

な
行
事
を
展
開
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の

｢道
の
駅
｣
等
道
路
利
用
者
が
多
く

集
ま
り
、
か
つ
地
域
情
報
を
発
信
で
き
る
場
所
の
活
用
に

努
め
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
各
種
運
動
が
当
該
月
間
を
越
え
た
効
果
の

あ
る
取
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活

動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
施
設
で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
そ
の
重
要
性

が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で

は

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
を
広
く

一
般
か

ら
募
集
し
、
改
め
て
道
路
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
多
く

の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

道
路
愛
護
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

二

推
進
標
語

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
二

月
中
旬
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で
推
進
標
語
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な

た
の
財
産
で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ

い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利

用
し
ま
し
ょ
う
〉｣
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
各
道
路
管
理

者
の
関
係
事
務
所
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
｢道
の
駅
｣
、
自
治
体
の
道
路
維

持
担
当
部
署
及
び
そ
の
関
係
事
務
所
な
ど
で
の
応
募
用

チ
ラ
シ
の
配
布
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
募
集
を

34 道行セ 2005,6



行
っ
た
結
果
、
過
去
最
高
の
五
、
三
五
三
作
品
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
五
月
二
三
日

(月
)
に
浅
井
愼
平
氏

(写
真
家
)、
残
間
里
江
子
氏

(プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
)
、
陣
内
貴
美
子
氏

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
.
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)、
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作

家
･
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
の
四
名
の
審
査
員
に
よ
る
審
査
が

行
わ
れ
、
最
近
の
道
路
事
情
や
こ
の
推
進
標
語
の
必
要
性

等
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
最
優
秀
賞
一
作
品
、
優
秀

賞
四
作
品
、
優
良
賞
四
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
推
進
標
語
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
期

間
中
に
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
本
月
間
の
推
進
に

幅
広
く
活
用
す
る
と
と
も
に
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る

｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

平
成
一
七
年
度
の
入
選
者
と
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
最
優
秀
賞

ベ
ビ
ー
カ
ー

車
椅
子
に
も

笑
顔
の
道
を

滋
賀
県
彦
根
市

八
木

ま
ど
か

さ
ん

◆
優
秀
賞

第

一
般
の
部
庭
掃
除

そ
の
手
で
ち
ょ
っ
と

道
掃
除

佐
賀
県
佐
賀
市

原

峻
一
郎

さ
ん

セ一丁

い
い
道
は

住
む
人
み
ん
な
が

管
理
人

道々

石
川
県
金
沢
市

瀬
森

崇

さ
ん

学
生
の
部
き
れ
い
な
道
は

通
る
み
ん
な
が

い
い
き
も
ち

岐
阜
県
郡
上
市

横
井

花
深

さ
ん

こ
の
道
は

あ
な
た
に
と
っ
て

ど
ん
な
道

北
海
道
中
川
郡
幕
別
町

天
野

宏
紀

さ
ん

山田美保子氏と残間里江子氏 (写真左から)

◆
優
良
賞

一
般
の
部
見
慣
れ
て
る

い
つ
も
の
道
路
に

感
謝
し
て

東
京
都
小
平
市

渡
邊

敏
文

さ
ん

い
い
暮
ら
し

い
い
明
日
支
え
る

い
い
道
路

福
岡
県
田
川
市

原
田
祥
二
郎

さ
ん

学
生
の
部
人
々
の

願
い
で
で
き
た

道
歩
く

徳
島
県
板
野
郡
板
野
町

木
山

良
騎

さ
ん

昨
日
よ
り

今
日
が
き
れ
い
な

道
づ
く
り

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市

中
島

真
悠
子

さ
ん

　
　
、
き　　　　

　
　
　

審査をお願いした浅井愼平氏と陣内貴美子氏 (写真左から)



海
外
の
道
路
課
金

(ノ
ル
ウ
ェ
ー
@
オ
ー
ス
ト
リ
ア
)

i
p
ー
A
R
C
道
路
課
金
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
論
文
紹
介
ー

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室
課
長
補
佐

武
藤

祥
郎

去
る
平
成
一
七
年
四
月
=

、

三

一日
に
P
I
A
R
C

(世
界
道
路
会
議
)
が
主
催
す
る
道
路
課
金

(ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
)
に
関
す
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
が
メ
キ
シ
コ
の

カ
ン
ク
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
我
が
国
か
ら
は
、
森
杉
壽
芳

東
北
大
学
教
授
に
よ
る
料
金
政
策
の
定
量
的
評
価
に
関
す

る
論
文
と
筆
者
に
よ
る
弾
力
的
料
金
政
策
の
理
論
的
背
景

と
事
例
紹
介
に
つ
い
て
の
発
表
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
国
の

学
識
経
験
者
、
行
政
官
、
民
間
団
体
等
か
ら
合
計
二
九
本

の
論
文
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
二
日
間
で
行
っ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
表
題
が

｢資
金
調
達
、
規
制
及
び
公
平
性
を
重
視
し
た
道
路
課
金
｣

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
各
国
の
道
路
課
金
の
現
状

の
み
な
ら
ず
、
制
度
の
国
民
へ
の
受
容
性
や
評
価
に
焦
点

を
当
て
た
発
表
も
数
多
く
み
ら
れ
た
。
二
日
間
で
二
九
本

の
論
文
発
表
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
若
干
詰
め
込
み
す

ぎ
の
感
が
あ
り
、
あ
ま
り
論
文
の
質
疑
に
時
間
が
割
か
れ

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
が
、
発
表
の
内
容
や
短
時

間
に
お
け
る
熱
心
な
質
疑
に
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
各

国
の
関
心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
た
。学
識
経
験
者
等
か
ら
は
、

理
論
的
･
定
量
的
に
高
度
な
分
析
が
発
表
さ
れ
た
が
、
以

下
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
課
金
事
例

を
紹
介
し
た
二
編
の
行
政
官
に
よ
る
論
文
の
概
要
を
紹
介

す
る
。

ま
ず
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
課
金
に
つ
い
て
解
説
し
た
内
口
の宮
口

名
箋
の[且
氏
の
論
文
に
お
い
て
は
、
形
態
と
し
て
は
交
通

需
要
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
オ
ス

ロ
、
ベ
ル
ゲ
ン
、
ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
等
の
課
金
に
お
い
て
、

法
的
に
は
他
の
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
確
保
の
た
め

の
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
導
入
と
継
続
の
政
治

的
決
定
や
合
意
形
成
の
た
め
に
行
わ
れ
た
様
々
な
努
力

･

工
夫
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に
導
入

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
対
距
離
課
金
に
つ
い
て
解
説
し

た
坪
お
白
日
け
り
暮
そ
Pコ
N
雲
R
Q
D氏
の
論
文
に
お
い
て
は
、

課
金
導
入
に
至
っ
た
経
緯
、
課
金
技
術
、
課
金
後
一
年
間

に
起
こ
っ
た
交
通
量
の
一
般
道
へ
の
転
換
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(以
下
、
特
に
記
載
が
な
い
限
り
、

事
実
関
係
や
見
解
は
論
文
著
者
の
記
述
に
基
づ
く
。ま
た
、

要
約
に
当
た
っ
て
記
述
の
順
序
等
は
適
宜
変
更
し
て
い

る
。
)

1

否
鰹
證
コ
≦
幇
風
呂

(ノ
ル
ウ
ェ
ー
公
共
道
路
庁
)

｢
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
料
金
徴
収
ー
経
験
と
社
会
･

環
境
的
イ
ン
パ
ク
ト
と
将
来
像
｣
に
つ
い
て

燭
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
背
景
･
歴
史

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
七
〇
年
以
上
前
か
ら
有
料
道
路
制



度
を
開
始
し
、
道
路
建
設
の
資
金
調
達
手
法
と
し
て
活
用

さ
れ
て
き
た
。
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に
関
し
て

は
、
料
金
に
よ
る
資
金
調
達
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全
体
の
五
%

以
下
の
道
路
予
算
を
占
め
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
過
去
二

〇
年
の
間
に
次
第
に
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
き
た
。
一
九

八
〇
年
以
前
は
、
典
型
的
な
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
有
料
道
路
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
フ
ェ
リ
ー
の
代
替
と
し
て
建
設
さ
れ
た

出身壜 W犯rsted (2005)

郊
外
の
橋
梁
部
に
お
け
る
課
金
で
あ
っ
た
が
、
人
口
密
度

の
低
い
地
域
に
お
け
る
課
金
で
あ
っ
た
た
め
、
料
金
収
入

自
体
も
あ
ま
り
多
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
よ

り
人
口
密
度
の
高
い
地
域
で
課
金
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
八
六
年
の
ベ
ル
ゲ
ン

･
ト
ー
ル
リ
ン
グ
の
開
始
に
よ

り
料
金
収
入
が
大
き
く
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
で
は
四
五
の
有
料
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク

汐

ン

刈

サ

　

　
図 1 ノルウェーにおける道路課金の状況
(都市における有料道路は都市名を付している。)

ト

(九
の
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
料
金
徴
収
)
が
稼
働
し
て
お

り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
約
三
一
億
N
O
K

(約
五
億
ド

ル
)
が
料
金
に
よ
り
徴
収
さ
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
道
路
建
設

予
算
の
三
五
%
が
賄
わ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

惚

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
道
路
課
金
の
一
般
的
原
則

有
料
道
路
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
料
金
は
、
建
設
費
用
に

の
み
充
当
さ
れ
、
運
営
や
修
繕
費
用
に
は
充
て
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
年
を
超
え

て
は
な
ら
ず
、
一
般
的
に
は
一
五
年
程
度
の
も
の
が
多
い
。

通
常
、
料
金
収
入
だ
け
で
な
く
公
的
資
金
も
投
入
さ
れ
て

い
る
が
、
政
府
に
よ
る
債
務
保
証
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
料
金
を
若
干
ば
ら
つ
か
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目
的
に
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
て

い
な
い
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
課
金
シ
ス
テ
ム
の
他
を
E
U
諸
国
に
比

べ
て
の
特
徴
は
、
課
金
が

｢開
放
的
｣
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
入
口
と
出
口
の
料
金
所
を
通
っ

て
距
離
に
応
じ
て
課
金
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
等
の
シ
ス
テ
ム
が

｢閉
鎖
的
｣
で
あ
る
と
表
現

で
き
る
の
に
対
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
課
金
は
特
定
の
道
路

(ポ
イ
ン
ト
)
を
通
過
す
る
際
に
走
行
距
離
に
関
わ
ら
ず

課
金
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
橋
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
費
用
の
か
か
る
イ
ン
フ
ラ
に

お
い
て
は
公
平
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
都
市

の
外
周
部
に
お
け
る
課
金

(d
浄
貰
ば
二
四
□也

を
導
入

す
る
際
は
、
新
し
く
建
設
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
に
よ
る
受
益

ロムソ (燃料税)
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者
が
料
金
を
負
担
す
る
と
い
う
原
則
か
ら
離
れ
る
こ
と
に

な
る
。

つ
ま
り
、
都
市
の
中
央
部
に
入
る
乗
用
車
に
課
金
し
て

そ
の
財
源
を
他
の
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充
当
す
る
場

合
、
そ
し
て
課
金
額
が
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
距
離
に
応

じ
て
変
化
し
な
い
場
合
、
課
金
さ
れ
た
者
が
便
益
を
受
け

る
か
ど
う
か
さ
え
定
か
で
は
な
い
。

(訳
注
)
｢ト
ー
ル
リ
ン
グ
｣
は
、
図
2
の
オ
ス
ロ
の
よ
う

に
都
市
の
外
周
部
に
お
い
て
料
金
所
に
お
い
て
走
行

出典 : W犯rsted (2005)

図 2 オスロのトールリング (番号の箇所が料金所)

距
離
に
関
わ
ら
ず
課
金
さ
れ
る
。
課
金
収
入
は
課
金

さ
れ
て
い
る
道
路
に
充
当
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く

都
市
内
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充
当
さ
れ
て
い
る

た
め
、
実
態
的
に
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
課

金
の
よ
う
に
な
る
o

③
ベ
ル
ゲ
ン
、
オ
ス
ロ
、
ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
の
こ
茸
ゅ
コ
『
0
=

忍
コ
@
の
導
入
と
そ
の
導
入
の
鍵

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
有
料
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
く
は
地

域
の
発
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
政
治
的
合
意

と
国
の
議
会
の
承
認
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ

ー
に
お
い
て
も
、
課
金
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
不
人
気

で
あ
り
、
政
治
家
に
と
っ
て
も
道
路
建
設
に
有
料
道
路
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
用
い
る
こ
と
を
主
導
す
る
こ
と
は
リ
ス
ク

が
あ
り
、
議
会
に
お
け
る
二
つ
の
大
き
な
政
党
で
あ
る
労

働
党
と
保
守
党
が
共
同
し
て
挑
戦
す
る
こ
と
が
鍵
に
な

る
o①

ベ
ル
ゲ
ン
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ

一
九
八
三
年
に
公
共
道
路
庁
は
新
し
い
交
通
計
画
の

資
金
調
達
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
ト
ー
ル
リ
ン
グ
を

ノ
ル
ウ
ェ
ー
第
三
の
都
市
で
あ
る
ベ
ル
ゲ
ン
に
導
入
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
一
九
八
六
年
に

｢世
界
で
二
ヵ

所
目
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
｣
と
し
て
導
入
さ
れ
た

こ
の
課
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
料
金
所
が
八

ヵ
所
設
け
ら
れ
、
料
金
所
を
通
過
す
る
に
際
し
て
は
事

前
に
一
定
期
間
有
効
な
証
書
を
購
入
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
正
し
く
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め

に
ラ
ン
ダ
ム
に
ビ
デ
オ
が
撮
ら
れ
て
い
る
。
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
の
政
治
家
の
理
解
を
巧
妙
に
と
り
つ

け
た
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
料

金
収
入
と
同
額
の
交
通
関
連
投
資
を
毎
年
行
う
ス
キ
ー

ム
と
し
た
。

当
初
の
ス
キ
ー
ム
は
二
〇
〇
一
年
に
期
限
終
了
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、三
年
間
延
長
さ
れ
た
後
、

二
0
0
四
年
に
電
子
課
金
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
料

金
を
一
0
N
O
K
か
ら
一
五
N
O
K
に
増
額
し
た
新
た

な
ス
キ
ー
ム
と
し
て
二
〇
一
四
年
ま
で
の
課
金
と
し
て

継
続
さ
れ
て
い
る
。

②

オ
ス
ロ
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ

(図
2
)

上
記
の
ベ
ル
ゲ
ン
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
ベ
ル
ゲ

ン
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い
都
市
で
あ
る
オ
ス
ロ
に
お

い
て
、
都
市
内
の
交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
達
を

行
う
た
め
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
の
導
入
が
可
能
に
な
っ

た
。
オ
ス
ロ
の
課
金
は
、
大
規
模
な
電
子
課
金
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
一
九
の
料
金
所
に
よ
り
一
九
九
〇
年
に
導

入
さ
れ
た

(有
人
の
ブ
ー
ス
に
よ
り
現
金
支
払
も
可

能
)。
そ
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
国
が
約
半
分
の
費

用
負
担
を
行
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
二
0
%
の
課
金
収
入

を
公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
〇
〇

一
年
に
は
、
オ
ス
ロ

･
パ
ッ
ケ
ー
ジ
2
と
し

て
二
N
O
K
が
追
加
的
に
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

同
じ
課
金
シ
ス
テ
ム
の
中
に
公
共
交
通
の
乗
客
か
ら

○
･
七
五
N
O
K
が
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



③

ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ

ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
は
、

一
九
九

一
年

一
〇
月
に
三
一の
料
金
所
に
お
い
て
課
金
を
開
始
し

た
。
オ
ス
ロ
と
同
様
、
料
金
支
払
は
電
子
課
金
と
現
金

の
併
用
で
あ
る
。
課
金
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
交
通

計
画

(プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
を
実
現
す
る
た
め
に
な
ぜ
課

金
が
必
要
で
あ
る
か
を
訴
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力
が

注
が
れ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
際
の
住
民
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
、
課
金
の
ス
キ
ー
ム
は
、
平

日
の
夜
六
時
以
降
と
休
日
は
無
料
と
さ
れ
た
ほ
か
、
利

用
者
の
九
0
%
以
上
を
占
め
る
電
子
課
金
の
利
用
者
に

対
し
て
以
下
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

･
料
金
は
四
0
~
六
0
%
の
割
引
を
受
け
、
銀
行
引

き
落
と
し
が
可
能
。

･
一
時
間
に
一
回
の
み
課
金
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、

か
つ
一
ヵ
月
の
謀
金
額
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い

る
o

･
電
子
課
金
の
タ
グ
は
無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
。

ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
は
、

一
九
九
人
年

と
二
0
0
三
年
に
料
金
所
を
増
大
さ
せ
拡
大
し
て
い
る

が
、
二
〇
0
七
年
に
期
限
が
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
三
年
に
北
部
の
重
要
な
道

路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
政
治
的
支
持
を
失
い
、
ト
ロ
ン
ハ

イ
ム
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
自
体
も
二
0
0
七
年
又
は
そ
れ

よ
り
も
早
く
終
了
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
験
な
ど
に
基
づ
き
、
ト
ー
ル
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
が
成
立
す
る
た
め
に
重
要
な

=
の
要
因
を
挙

げ
ら
れ
る
。

0

交
通
状
況
が
受
容
不
可
能
な
ほ
ど
悪
い
。

め

主
要
政
党
が
何
か
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
合
意
し
て
い
る
。

の

課
金
収
入
が
新
し
い
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
充
当
さ

れ
て
い
る
。

の

課
金
が
約
一
五
年
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

め

課
金
収
入
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
国
費
が
道
路
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

の

金
額
が
低
い
。

の

ベ
ル
ゲ
ン
が
最
初
の
事
例
を
作
っ
た
。

め

都
市
中
心
部
に
お
い
て
乗
用
車
の
利
用
に
反
対

し
て
い
た
勢
力
が
課
金
に
賛
成
し
た
。

の

課
金
収
入
の
一
部

(オ
ス
ロ
の
場
合
二
0
%
)

が
公
共
交
通
に
充
当
さ
れ
た
。

◎
課
金
額
の
設
計
が
利
用
者
に
配
慮
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
。

の
混
雑
時
に
料
金
所
渋
滞
を
引
き
起
こ
さ
な
い
o

国

道
路
課
金

(混
雑
課
金
)
の
導
入
と
今
後
の
展
望

海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
多
く
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
は
交
通
需
要
の
調
整
を
一
つ
の

目
的
と
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
法
的
に

は
課
金
目
的
は
資
金
調
達
の
み
で
あ
る
。
課
金
額
は
低
く

抑
え
ら
れ
て
お
り
、
交
通
量
に
与
え
る
影
響
は
さ
ほ
ど
大

き
く
な
く
、
特
に
混
雑
時
は
課
金
に
対
し
て
反
応
が
小
さ

表 1 ノルウェーの都市型道路課金 (トールリング) の概要

偽 料金所数 開始 了終 時間/日数
(※ 1 )

電子課金割合
( % ) 取繊

ベルゲン l (X) 眺 猟 16 / 5 椰
オスロ 19 靴 幼 24ノノ7 税 @
トロンハイム

銘

"

“

鰄
鰡
妙
郷

"5 1し
94

10

15

クリスチャンサン に〕 鰡 鰡 し 概 約

北ジヤレン 21 媛 渕 ン " 塞ナムソス qv 郷 獺 " 87 蜷

トンスベルグ 代〕 猟 刎 ヅ 84 15

ベルゲン 2 R) 貎 猟 多 85 15

N O K は概ね16.7円※ 1… 1日当たりの課金時間 / 1週当たりの課金日数 ※ 出典 : W犯rsted (2005)
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い
oし

か
し
な
が
ら
、
混
雑
時
の
需
要
を
低
く
抑
え
よ
う
と

す
る
課
金
を
用
い
る
ア
イ
デ
ア
は
、
政
治
･
行
政
や
都
市

プ
ラ
ン
ナ
ー
達
の
間
で
常
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
長
期
に

わ
た
り
混
雑
課
金
の
構
想
を
持
っ
て
い
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

交
通
通
信
省
は

｢
ノ
ル
ウ
ェ
ー
交
通
法
｣
を
改
正
し
、

｢道
路
課
金
｣
の
法
的
根
拠
を
持
っ
た
法
律
を
二
〇
0
一

年
に
成
立
さ
せ
た
。

こ
の
改
正
に
よ
る
と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
道
路
課
金
の
主

要
な
方
針
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

D

道
路
課
金
は
道
路
使
用
に
よ
る

(社
会
的
)
費
用

に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
路
の
利
用
が

社
会
に
対
し
て
費
用

(混
雑
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
、

汚
染
、
交
通
事
故
を
含
む
)
を
発
生
さ
せ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
分
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。

め

道
路
課
金
の
主
要
な
目
的
は
交
通
の
規
制
で
あ

る
。

め

課
金
の
実
施
は
地
域
の
発
案
と
し
て
実
施
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

の

課
金
収
入
は
地
域
交
通
に
限
定
し
て
充
当
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

9

前
述
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
と
重
複
し
て
実
施
し
て
は

な
ら
な
い
。

の

課
金
に
期
限
は
な
い
。

こ
う
し
た
課
金
に
つ
い
て
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
達
は
ト

ー
ル
リ
ン
グ
に
慣
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
他
国
の
国
民

と
同
様
に
否
定
的
で
あ
る
。
一
般
に
、
課
金
の
仕
組
み
を

変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
損
を
す
る
者
が
出
て
、
そ
の

者
が
強
く
反
発
す
る
の
で
あ
る
。

(訳
注
)

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

｢道
路
課

金

(混
雑
課
金
)｣
を
盛
り
込
ん
だ
法
律
は
公
布
さ

れ
て
い
る
が
、
施
行
の
事
例
は
な
い
。

前
述
の
と
お
り
、
ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
は

二
0
0
七
年
に
終
了
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る

が
、
オ
ス
ロ
の
ト
ー
ル
リ
ン
グ
も
二
〇
〇
七
年
に
期
限
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
費
用
の
か
か
る
ト
ン

ネ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
を
調
達
す
る
た
め
の
ト
ー
ル

リ
ン
グ
の
継
続
の
ほ
か
、
混
雑
課
金
と
し
て
の
道
路
課
金

の
導
入
な
ど
を
含
め
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2

翌
呂
言
ゴ
の
0
ご≦
"
円
士
の
盃
"
(オ
ー
ス
ト
リ
ア

通
･
技
術
革
新
省
)

｢オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
料
金
徴
収
｣

=

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
料
金
徴
収
の
歴
史

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
山
岳

地
帯
に
囲
ま
れ
、
雪
氷
の
影
響
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
建
設
･
管
理
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
山
岳
部
な
ど

建
設
･
管
理
コ
ス
ト
が
か
か
る
地
域
に
お
い
て
は
、
通
行

料
が
徴
収
さ
れ
て
い
た
。
初
期
に
お
い
て
は
約
一
五
〇
皿

出典 :Schw ar乃H erda (2005)

写真 1 A 1 3 B re n n e r高速道路 (オース ドグァ初の借入金にょり建設された道路 (l968年脇重))

　　　　　 　　　　　



の
ト
ン
ネ
ル
や
橋
脚
を
多
く
含
む
高
速
道
路
に
つ
い
て
、

的
課
金
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(三
･
五
t
未
満

資
金
の
借
り
入
れ
を
行
い
つ
つ
料
金
徴
収
を
行
っ
た
。

の
車
両
に
対
し
て
は
当

≦
口
①□
①を
満

。
斗

′
ま
、

そ
の
後
、
料
金
徴
収
し
て
い
な
い
新
規
建
設
の
道
路
に

つ
い
て
も
借
入
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
負
債
が
ふ
く

ら
ん
だ
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
す
で
に
政
府
保
有
の

資
金
会
社
A
S
F
I
N
A
G
に
対
し
、
高
速
道
路
に
関
す

る
五
七
億
ユ
ー
ロ
の
負
債
と
料
金
徴
収
権
限
を
移
管
し
、

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
に
対
し
て
課
金
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
課
金
の
主
な

目
的
は
建
設
･
管
理
コ
ス
ト
の
調
達
と
費
用
の
公
平
な
負

担
で
あ
り
、
収
入
は
課
金
さ
れ
て
い
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
の
み
充
当
さ
れ
る
特
定
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
(政

府
か
ら
の
追
加
的
な
支
出
は
さ
れ
な
い
。)
渋
滞
、
環
境

な
ど
の
外
部
費
用
を
賦
課
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
構
想

に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

②

道
路
課
金
徴
収
の
経
緯

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、

三

一
t
よ
り
重
い
ト
ラ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
道
路
の
利
用
料

(期
間
に
比
例
す

る
も
の
)
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
車
に
つ

い
て
一
九
九
七
年
に
ビ
ニ
エ
ッ
ト

(ス
テ
ッ
カ
ー
に
よ
る

期
間
比
例
料
金
徴
収
)
が
導
入
さ
れ
た
。
ビ
ニ
エ
ッ
ト
の

価
格
は
、
一
年
で
七
二
･
六
ユ
ー
ロ
で
あ
る
な
ど
比
較
的

低
廉
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
、
二
〇
〇
四
年

一
月
よ
り
、
三

･
五
t
以

上
の
総
重
量
を
も
つ
車
両
に
つ
い
て
は
、
対
距
離
の
電
子

表2 貨物自動車のクラス別料金率

クラス 2 クラス 3 クラス 4

車軸数 ハソム
Q
U

4
ム

料金率
(Euro / km)

n
〕
QU･I--▲･Û 鰄 獨nY

出典 :Schw arz-H e｢da (2005)

の
車
両
に
対
し
て
は
当
面
<
沼
口①□
①を
適
用
)。
料
金
は
、

車
軸
数
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
車
軸
数
二
で
一
蹴
で
〇
･

一
三
ユ
ー
ロ
と
な
る
な
ど
、
他
の
E
U
諸
国
に
比
べ
て
比

較
的
高
率
と
な
っ
た
。
一
方
、
山
岳
地
帯
で
す
で
に
課
金

が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
の
道
路
料
金
は
、
通
常
こ
れ
ら

の
料
金
よ
り
も
高
率
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
据
え
置
か
れ

た
。③

課
金
の
方
法

①

課
金
技
術
･支
払
方
法

課
金
技
術
と
し
て
は
、
五
･
八
靴
の
D
S
R
c
技
術

を
用
い
て
お
り
、
課
金
は
両
方
向
を
一
つ
の
ガ
ン
ト
リ

ー
で
行
う

｢開
放
型
｣
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
、
八
〇
〇
以
上
の
ガ
ン
ト
リ
ー
が
オ
ン
ノ

オ
フ
ラ
ン
プ
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る

(図
3
参
昭
巴
。

課
金
の
際
は
、
ガ
ン
ト
リ
ー
に
設
置
さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ

と
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
設
置
さ
れ
た
Q
O
I□
o
xと
呼
ば

れ
る
タ
バ
コ
･
ケ
ー
ス
大
ほ
ど
の
車
載
器
と
通
信
す

る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
四
八
万
台
が
出
荷
さ
れ
て

い
る
。
Q
o由
o
xは
、
連
結
車
を
用
い
る
場
合
な
ど
に

備
え
、
ス
イ
ッ
チ
に
よ
っ
て
車
の
ク
ラ
ス
を
変
更
で
き

る
。
②

支
払
方
法

利
用
者
は
、
事
前
支
払
と
事
後
支
払
の
ど
ち
ら
か
を

選
択
で
き
る
。高
速
道
路
を
頻
繁
に
利
用
し
な
い
者
は
、

フ
リ
ペ
イ
ド
方
式
の
一
定
額
の
カ
ー
ド
を
買
い
、
そ
の

中
か
ら
引
き
落
と
す
形
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
後

支
払
を
希
望
す
る
者
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
石
油

カ
ー
ド
等
の
支
払
方
法
を
事
前
に
指
定
し
、
通
行
か
ら

一
定
期
間
後
に
支
払
を
行
う

(利
用
者
の
八
五
%
以
上

が
事
後
支
払
を
利
用
)。

③

取
締
り

取
締
り
は
、
ガ
ン
ト
リ
ー
と
移
動
取
締
り
の
二
つ
の

方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
取
締
り
用
の
ガ
ン
ト
リ
ー

(写
真
2
参
照
)
は
、
特
に
交
通
量
の
多
い
地
域
に
配

備
さ
れ
て
お
り
、
車
体
を
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
し
て
、

車
両
が
課
金
対
象
で
あ
る
の
に
課
金
の
た
め
の
電
波
コ



ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
か
、
誤
っ
た
ク
ラ
ス
に
よ

る
電
子
取
引
が
あ
る
な
ど
し
た
場
合
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

で
車
両
の
正
面
を
撮
影
し
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
自

動
文
字
認
識
に
よ
り
判
読
す
る
。
移
動
取
締
り
は
、
三

〇
台
の
車
両
を
用
い
て
一
〇
〇
人
体
制
で
行
わ
れ
て
お

り
、
取
締
り
の
職
員
は
、
警
察
官
で
は
な
い
も
の
の
、

車
両
の
停
止
な
ど
に
よ
り
料
金
支
払
の
有
無
を
確
認
す

る
権
限
を
持
つ
。

鰡

料
金
設
定
の
根
拠
と
導
入
開
始
後
一
年
間
の
影
響

①

と
"量
3
8
日"線
の
料
金
設
定
と
大
型
貨
物
車
の
流

入
問
題

オ
ー
ス
ト
リ
ア
西
部
の
山
岳
地
帯
を
南
北
に
走
る

>
G
切
5
5書
類
…に
は
、
従
来
よ
り
高
率
の
課
金
が
な
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
九
人
年
に
発
出
さ
れ
た
E
U
指
令

に
お
い
て
は
、
｢特
定
の
イ
ン
フ
ラ
使
用
に
対
す
る
大

型
貨
物
車

(囚
①"
て
Q
o
o
号

く
舎
付
言
の

(H
G
V
)
)｣

に
対
す
る
課
金
と
し
て
、
｢ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

イ
ン
フ
ラ
の
建
設
、
管
理
及
び
開
発
に
つ
い
て
の
コ
ス

ト
と
料
金
の
加
重
平
均
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｣
と
す
る
規
定
が
あ
り
、
>
]④切
る
月
日線

に
お
け
る
料
金
は
、
E
U
の
見
解
と
し
て
は
、
料
金
を

弓
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
と
っ
て
、

>
-潴
招
月
日線
の
料
金
設
定
の
問
題
は
、
単
に
料
金
収

入
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
西
に
あ

る
ス
イ
ス
と
の
ア
ル
プ
ス
越
え
交
通
の
競
合
関
係
が
も

3 ｢開放型｣ の課金ガントリー (イメージ図 ･写真)

こぐゞ
＼ゞ
、

　
　
　

　　　
　
　　

写真 2 取締り用のガントリーと移動取締り車両

出典 :Schw arz H erda (2005)

出典 :SchvvarろH erda (2005)



た
ら
す
、
交
通
･
環
境
の
問
題
で
も
あ
る
。
す
で
に
二

〇
〇
四
年
に
と
の切
;
□円
線
を
通
過
す
る
大
型
貨
物
車

に
対
し
て
二
0
%
の
料
金
減
額
を
行
っ
た
が
、
結
果
的

に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
通
過
す
る
交
通
が
二
0
%
増
大
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
イ
ス
に
お
い
て

二
〇
〇
五
年
初
頭
に
大
型
貨
物
車
に
対
す
る
課
金
が
大

幅
に
増
額
さ
れ
る
中
で
、
E
U
の
求
め
に
応
じ
て
オ
ー

ス
ト
リ
ア
が
さ
ら
に
料
金
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
国
民
の
政
治
的
支
持
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
E
U
委
員
会
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
政
府
の
間
で
今
後
調
整
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
o
.②

二
〇
〇
四
年
課
金
導
入
に
よ
る
交
通
の
転
換

二
〇
〇
四
年
に
導
入
さ
れ
た
課
金
シ
ス
テ
ム
は
、
総

じ
て
順
調
に
稼
働
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
見
込
み
ど
お
り
の

六
億
ユ
ー
ロ
の
課
金
収
入
を
も
た
ら
し
た
。
違
反
は
交

通
量
の
二
%
程
度
で
あ
り
、
課
金
が
利
用
者
に
概
ね
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、

高
速
道
路
に
お
け
る
課
金
は
、
(予
想
よ
り
は
少
な
か

っ
た
も
の
の
)、
並
行
す
る
一
般
道
へ
の
交
通
転
換
を

一
部
で
り
き
起
こ
し
て
い
る
。

一
般
的
に
、
以
下
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
発
生
し
て
い
る
。

･
比
較
的
高
規
格
な
一
般
道
路
が
高
速
道
路
と
長
い

区
間
に
わ
た
っ
て
並
行
し
て
い
る
。

･
一
般
道
路
を
走
行
す
る
方
が
距
離
又
は
時
間
の
短

縮
に
つ
な
が
る
。

晦
弩

　　　　
　
　
　　
　

一般道路 (1l3号線 ･無料)

　　
　　
　
　

　　

　
　

　

　　

礬
ん
廟

A 9高速道路 (有料)

A 9高速道路と並行する一般道路 (113号線)

　

　

　
　

　

姦

-

W

　
　

　 (2005)
　
　
な



･
交
通
量
の
多
さ
や
工
事
に
よ
り
頻
繁
に
混
雑
が
発

生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
綬

道
路
の
方
が
効
率
的

に
走
行
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
場
合
。

こ
れ
ら
の
現
象
が
発
生
す
る
中
で
、
一
般
道
路
を
管
轄

す
る
地
方
政
府
に
よ
っ
て
、
大
型
車
の
重
量
規
制
を
含
む

交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
中
央
部
に
あ
る
A
9
高
速
道

路
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
の
課
金
開
始
以
降
、
並
行

す
る
一
般
道
路
に
対
し
て
総
重
量
三
･
五
t
以
上
の
車
両

が
大
幅
に
転
換
し
た
が
、
重
量
規
制
等
の
交
通
規
制
に
よ

り
、
二
0
0
四
年
八
月
頃
に
は
課
金
さ
れ
る
以
前
の
前
年

と
同
程
度
の
交
通
量
に
な
っ
た

(図
4
･
5
)。

(参
考
文
献
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図 5 A 9高速道路に並行する道路の交通量 (3.5t以上の車両 ･台/日)
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本
州
国
圏
連
絡
道
路
に
お
け
る

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
割
引
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

八
木

孝
裕

一

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
料
金

本
州
四
国
連
絡
道
路
は
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
重
要
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
及
び
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
三
ル
ー
ト

が
開
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
開
通
に
よ
り
周
辺
地
域
に

お
い
て
は
著
し
い
利
便
性
の
向
上
、
多
大
な
経
済
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
お
り
、よ
り
一
層
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
の
出
資
や
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
に
お
け
る
経
費
節
減
の
努
力
等
に
よ
り
、
基
本
料
金
の

引
き
下
げ
や
各
種
割
引
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
成
一
五
年
七
月
か
ら
は
、
基
本
料

金
の
二
八
%
引
き
の
料
金
と
な
っ
て
お
り

(新
特
別
料

金
)、
E
T
C
利
用
車
の
場
合
は
さ
ら
に
五
･
五
%
の
E

T
C
特
別
割
引
を
加
え
て
、
約
三
二
%
引
き
の
料
金
と
な

政
府

･
与
党
申
し
合
わ
せ

｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の

っ
て
い
る

(表
1
)
。

‐

入
り
牢
阻

こ

＼

こ

り
･

、
と

ゞ
-

こ
の
新
特
別
料
金
に
つ
い
て
は
、
料
金
引
き
下
げ
後
の

利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
実
施
か
ら
一
年
後
に
見
直
し

を
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
施
か
ら
一
年
後
と

な
る
昨
年
六
月
末
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
交
通
量
は
計

画
を
や
や
下
回
り
、
料
金
収
入
は
減
少
し
た
も
の
の
、
低

金
利
や
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
、
計
画
通
り
償
還
が
可
能
で

あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
面
、
現
行
の
料

金
水
準
を
継
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

(表
2
)。

三

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
と
E
T
C

の
普
及

一
方
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
を
含
む
道
路
関
係
四
公

団
の
民
営
化
に
向
け
て
は
、
平
成
一
五
年
三
一月
二
二
日

基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
｣
に
よ
り
、
民
営
化
ま
で
に
E

T
C
の
活
用
等
に
よ
る
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
と
高
速
自

動
車
国
道
に
お
け
る
料
金
の
平
均
一
割
程
度
引
下
げ
を
実

施
す
る
よ
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た

(参
考
)。

こ
れ
を
受
け
、
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
高
速
自
動

車
国
道
に
お
い
て
は
、
平
成
一
六
年
一
一
月
以
降
、
通
勤

割
引
、
早
朝

･
夜
間
割
引
及
び
深
夜
割
引
と
い
っ
た
時
間

帯
割
引
や
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
等
が
導
入
さ
れ
た
ほ
か
、
他

公
団
に
お
い
て
も
、
逐
次
、
E
T
C
を
活
用
し
た
多
様
で

弾
力
的
な
料
金
割
引
制
度
の
導
入
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
E
T
C
は
道
路
の
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
便
利

で
快
適
な
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
渋
滞
の
緩
和
や
鮠
削
減
に
よ
る
環
境
改
善
等
に
効



表 1 本州四国連絡道路の通行料金
(普通車通行 1回当たり :単位 円)

全 線 区 間 基 本 料 金
*鰍灘
絲

事
縞

搬
出

-

嬬

の
き

c
篩
左

懲
隆
矧

E
捌

同

機
精
解

坤

翳
基
約

神戸淡路鳴門
自動車道 神戸西~鳴門 勲 鰔 鰺 硼央
道
中
車
一戸
動
"

-瀬
ム目

早島~坂出 彌 鰔 卿 捌商廳
西瀬戸尾道
~今治 彌 燃 翻 畑

果
が
あ
り
、
料
金
収
受
に
か
か
る
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
、

さ
ら
に
は
、
利
用
履
歴
等
の
把
握
に
よ
り
多
様
で
弾
力
的

な
料
金
設
定
に
活
用
で
き
る
な
ど
、
単
に
E
T
C
利
用
者

の
み
な
ら
ず
、
非
E
T
C
利
用
者
も
含
め
た
国
民
全
体
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
そ
の
普
及
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
平
成
一
六
年
度
以
降

は
、
E
T
C
車
載
器
の
低
価
格
化
、
各
公
団
に
よ
る
E
T

C
車
載
器
の
購
入
支
援
制
度
や
E
T
C
を
活
用
し
た
料
金

割
引
な
ど
に
よ
っ
て
急
激
に
普
及
が
加
速
し
て
い
る
。
中

①

②

本州四国連絡道路における新特別料金の見直し結果

○交通量は、 3,8% 増加 (計画 5 % を下回る)

○料金収入は、改訂前の93.7 % (計画95% 程度を下回る)

→現状での値下げは困難

(平成15年度見込みベース) では

は、 計画を若干下回る

管理費の節減、利息の減により計画を下回る

→結果として、有利子負債残高は計画を若干上回り、 減少

(3) 出資地方公共団体から ｢さらなる引き下げの実現に努めること。｣ と

の要望

◆上記状況を検討した結果

○現行料金水準を継続することが妥当と判断し、国土交通大臣へ報告

○今後、経営改善向けたコストの縮減、利用促進等を図ることともに

E T C 活用等による弾力的な料金の導入について、社会実験の実施

も含め検討

(参
考
)
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組

み
に
つ
い
て
｣
(抄
)

(平
成
一
五
年
三
一月
二
二
日
政
府
･
与
党
申
し
合
わ
せ
)

で
も
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
、
五
･
五
%
の

E
T
C
特
別
割
引
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
全

国
平
均
よ
り
常
に
五
%
程
度
高
い
利
用
率
水
準
を
維
持
し

て
お
り
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
二
台
に
一
台
の
方
が
E
T
C
に

よ
り
本
州
四
国
連
絡
道
路
を
利
用
さ
れ
て
い
る

(図
1
)。

三

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
け
る
『マ
イ
レ

ー
ジ
割
引
｣
の
導
入
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
四
月
一
日
、
日
本
道
路
公
団
の
高
速
自
動

車
国
道
及
び
一
般
有
料
道
路
に
お
い
て
、
多
様
で
弾
力
的

②
料
金
の
水
準

の
民
営
化
ま
で
に
実
現
す
べ
き
措
置

①

E
T
C
の
活
用
等
に
よ
り
、
弾
力
的
な
料
金
を

積
極
的
に
導
入
し
、
各
種
割
引
に
よ
り
料
金
の
引

き
下
げ
を
行
う
。

②

特
に
、
高
速
国
道
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
均

一
割
程
度
の
引
き
下
げ
に
加
え
、
｢別
納
割
引
｣

の
廃
止
を
踏
ま
え
、
更
な
る
料
金
引
き
下
げ
を
実

施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
、
夜

間
割
引
、
通
勤
割
引
等
を
行
う
。



※ H 17年 5月の利用率は 5月20日~ 5月27日の平均 (速報値)

薹

鰡
%

月

道

こ
の
割
引
は
、
E
T
C
に
よ
り
本
州
四
国
連
絡
道
路
を

ー

6

鰍
通
行
し
た
料
金
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ご

定
の

概

概

自

国

ポ
イ
ン
ト
数
を
通
行
料
金
と
し
て
還
元
す
る
も
の
で
あ

8

7

5

四

弘
悌

月
倦

掛
る
。
こ
の
割
引
を
受
け
る
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
･

ス

2

4
日

郵
送
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
し
込
み
を
受
け
付

毬
瑚
欄
剱
㈱
鱒
蜘
加
脚
脚
即
0

図

け
て
い
る
が
(利
用
手
順
に
つ
い
て
は
、図
2
の
と
お
り
)、

日
本
道
路
公
団
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る

｢
マ
イ
レ
ー
ジ

割
引
｣
と
共
通
の
申
し
込
み
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
す
で

な
割
引
施
策
と
し
て
、
主
に
一
般
利
用
者
を
対
象
と
し
た

に
日
本
道
路
公
団
の

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
に
申
し
込
み

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
が
開
始
さ
れ
た
が
、
本
州
四
国
連

を
さ
れ
て
い
る
方
は
改
め
て
手
続
を
行
う
必
要
は
な
い
。

絡
道
路
に
お
い
て
も
六
月
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
五
〇
円
に
つ
き
一
ポ
イ
ン

図 1 本州四国連絡道路におけるE T C利用率の推移

o イ 行 こ
こ ン し の 糊究7I

ト
と
な
っ
て
お
り
、
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
間

(還
元
額
に

交
換
で
き
る
期
間
)
は
、
最
大
二
年

(ポ
イ
ン
ト
が
付
い

た
年
度

(四
月
~
翌
年
三
月
)
の
翌
年
度
末
ま
で
。
例
え

ば
、
平
成
一
七
年
六
月
二
〇
日
に
付
い
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

平
成
一
九
年
三
月
末
ま
で
交
換
で
き
る
。)
で
あ
る
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
額
に
交
換
す
る
場
合
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
電
話
に
よ
っ
て
交
換
単
位
毎
に
申
し
込

む
こ
と
に
な
る
が
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
自
動
で
還
元
額

に
交
換
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
お
り

(
一
〇
〇
〇
ポ

イ
ン
ト
↓
還
元
額
八
、
0
0
0
円
に
自
動
交
換
)、
還
元

額
に
つ
い
て
は
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
の
ほ
か
高
速
自
動

①E T Cカードを取得して、 E T C車載器を購入する
※クレジットカード会社へE T Cカードをお申し込み下さい。
E T Cカードとは、クレジットカード会社が発行したE T C
用のカードです。
※カー用品店、カーディーラーなどでE T C車載器を購入し、
セットアップを行ってください。
セットアップとは、車両情報をE T C車載器に登録する作業
です。

②E T Cマイレージサービスに申し込む
※早くて便利なインターネットでのお申込みをお勧めします。
※お申込みの際には、車載器管理番号、車両番号、 E T Cカー
ド番号などを入力していただきます。

インターネットの ｢E T Cマィレージサービス｣ホームページ又
羞で、お客様が既にn本道路公刊が開始しているE T Cマイレー
ビスにお中し込みされている場合には、本国道路でのサービス
特に再度お申し込みをしていただく必要はありません

③ポイントを貯める
※原則として、 E T C無線走行により支払った料金にポイント
をお付けします。
ただし、 E T C前払割引の前払金やE T Cマイレージサービ
スの還元額からの支払額にはポイントが付きません。
※ポイントの有効期間 (還元額に交換できる期間)は、最大2
年です。ポイントが付いた年度 (4月、翌3月)の翌年度末
までとなります。

④ポイントから還元額 (無料通行分) へ交換する
※貯めたポイントは、インターネットまたは電話で、所定の還
元額に交換することができます。
※1000ポイント只谷まったら、還元額8,ooo円に自動で交換するサ
ービスもご利用いただけます。
※本四道路のご利用によるポイントは他の高速道路のご利用に
よるポイントねま合算できません。

⑤還元額による無料通行
※本四道路のご利用によるポイントを交換した還元額は、本四
道路の他、他の高速道路等のお支払いにご利用いただけます。

図 2 E T C マイレージサービスのご利用手順

47
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図 3 マイレージサービス登録件数

車
国
道
、
一
般
有
料
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
な
ど
で
利
用

で
き
る
。

な
お
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
、
六
月
一
日

か
ら
七
月
末
ま
で
ポ
イ
ン
ト
の
二
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
E
T
C
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
と
当
該
道
路
の
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
へ
の
申
し
込
み
状

況
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
三
月
一
六
日
の
申
し
込
み

開
始
以
来
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、六
月
一
〇
日
時
点
で
、

九
〇
万
件
を
超
え
て
い
る

(図
3
)。

ま
た
、
日
本
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
で
は
、

マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
登
録
者
の
う
ち
、
平
成
一
六
年
八
月
一

0
日
以
降
に
E
T
C
車
載
器
を
購
入
･
取
付
･
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
車
載
器
購
入
助
成
と
し
て
、

累
計
三
一五
万
台
に
達
す
る
ま
で
五
、
0
0
0
円
分
の
通

行
料
金
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

四

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
け
る
『大
口
･

多
頻
度
割
引
｣
の
導
入
に
つ
い
て

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
、
別
納
契
約
を
締
結

し
た
別
納
カ
ー
ド
利
用
者
に
対
し
、
最
大
一
二
'
五
%
の

割
弓
率
が
適
用
さ
れ
る
別
納
割
引
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
別
納
割
引
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
事

業
協
同
組
合
の
差
益
の
不
正
流
用
な
ど
の
問
題
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
別
納
割
引
を
行
っ
て
い
る
日
本
道

路
公
団
と
と
も
に
本
年
三
月
末
で
廃
止
し
、
こ
れ
に
代
わ

る
新
た
な
割
り
と
し
て
、
四
月
一
日
よ
り
E
T
C
に
よ
り

本
州
四
国
連
絡
道
路
を
利
用
す
る
大
口
利
用
者
に
対
し

て
、
利
用
実
績
に
応
じ
て
割
引
を
行
う

｢大
口
･
多
頻
度

割
引
｣
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
別
納
割
引
に
お
け
る
契

約
事
業
者
単
位
で
の
利
用
実
績
額
に
応
じ
た
割
引
か
ら
、

車
両
一
台
当
た
り
の
利
用
実
績
額
に
応
じ
た
割
引
に
変
更

し
た
こ
と
が
そ
の
中
心
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
月
々

の
利
用
金
額
に
対
し
て
車
両
当
た
り
最
大
で
一
二
･
五
%

の
割
引
率
が
適
用
さ
れ
、
従
前
の
別
納
制
度
と
同
程
度
の

割
引
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

(図
4
)。

五

き
う
な
る
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
割
引
に

向
け
て

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
い
て
は
、
大
変
厳
し
い
採
算

状
況
か
ら
、
一
兆
三
、
O
0
〇
億
円
に
上
る
有
利
子
債
務

の
切
り
離
し
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
延
長
や
公
団
の
経

費
節
減
の
努
力
等
に
よ
り
現
行
の
料
金
水
準
を
確
保
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、
公
団
が

民
営
化
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
増
収
に
結
び
つ
く
、

“ 道イテセ 2005,6



よ
り

一
層
の
利
用
促
進
策
が
求
め
ら

"

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
比
較
的
観

6　

光
目
的
の
利
用
が
多
い
本
州
四
国
連

200

図 5 四国地方周遊社会実験のチラシシ

絡
道
路
の
特
性
を
活
か
す
た
め
、
高
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な
ど
を
発
行
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
昨
年

一
一
月
か
ら
一
二
月
に

か
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て
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
と
中

国
地
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又
は
四
国
地
区
の
高
速
自
動
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図 6 中国地方周遊社会実験のチラシ

遊
券
を
発
行
す
る
社
会
実
験
を
実
施

国
し

酋

5
･
6
)、
ぃ
ず
れ
の
実
験
に

お
い
て
も

一
定
程
度
の
新
規
誘
発
効

果
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ

り
、
今
後
の
民
営
化
会
社
に
お
い
て

シ

は
、
例
え
ば
、
本
州
四
国
連
絡
道
路

"
周
辺
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か
し
、

の

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
つ
つ
増
収
を

鉄
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
･
多
様

な
料
金
施
策
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

周

で
あ
る
。
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は
じ
め
に

本
件
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
昭
和
五
八
年
五
月
三
七
日

に
動
力
炉
･
核
燃
料
開
発
事
業
団

(以
下

｢動
燃
｣
と
い

う
。)
に
対
し
て
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律

(以
下

｢規
制
法
｣
と
い
う
。)
に

基
づ
く
高
速
増
殖
炉

｢も
ん
じ
ゅ
｣
(以
下
｢本
件
原
子
炉
｣

と
い
い
、
こ
れ
と
そ
の
付
属
施
設
を
併
せ
て

｢本
件
原
子

炉
施
設
｣
と
い
う
。)
に
係
る
原
子
炉
設
置
許
可
処
分

(以

下

｢本
件
処
分
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
、
住
民
ら
の
被
上

告
入
ら

(三
二
名
)
が
、
内
閣
総
理
大
臣
の
事
務
承
継
者

で
あ
る
上
告
人
に
対
し
、
そ
の
無
効
確
認
を
求
め
た
上
告

審
判
決
で
あ
る
。
本
件
の
経
緯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

原
告
適
格
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
九
月
に
最
高

裁
判
決
が
出
さ
れ
、
以
降
、
福
井
地
裁
に
お
い
て
原
告
ら

の
請
求
を
棄
却
、
二
審
の
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
は
放
射

性
物
質
放
出
の
具
体
的
な
危
険
性
を
認
定
し
、
原
子
力
安

全
委
員
会
の
安
全
審
査
に
つ
い
て

｢見
過
ご
せ
な
い
重
大

‐三 れ .
　
　
　 　 　

　

な
誤
り
が
あ
っ
た
｣
と
し
て
、
本
件
処
分
を
無
効
と
し
た
。

行
政
処
分
の
無
効
要
件
に
つ
い
て
は
、
差
止
め
よ
り
も

厳
格
で

｢重
大
｣
か
つ
｢明
白
｣
な
違
法
性
が
あ
る
場
合

に
限
る
と
い
う
の
が
判
例
の
主
流
で
あ
る
が
、
名
古
屋
高

裁
金
沢
支
部
の
二
審
判
決
で
は
、
｢設
置
許
可
の
重
大
性

を
考
慮
す
る
と
明
白
性
は
不
要
｣
と
し
て
お
り
、
ま
た
、

安
全
審
査
に
つ
い
て
も
、
伊
方
原
発
訴
訟
最
高
裁
判
決

(最
判
平
成
四
年
一
〇
月
二
九
日
･
民
集
四
六
巻
七
号
一

一
七
四
頁
)
に
お
け
る

｢安
全
審
査
は
、
基
本
設
計
の
安

全
性
に
か
か
わ
る
部
分
だ
け
を
対
象
と
す
る
｣
と
い
う
判

断
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、

最
高
裁
が
如
何
な
る
判
断
を
す
る
か
注
目
さ
れ
た
。

本
件
原
子
炉
は
、
平
成
六
年
に
初
臨
界
に
達
し
た
が
、

翌
年
一
二
月
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
で
運
転
を
停
止
、

今
年
二
月
に
福
井
県
の
了
承
を
得
て
、
運
転
再
開
に
向
け

た
改
造
工
事
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

る
。
以
下
、
本
件
判
決
を
紹
介
す
る
。

一
件
名

原
子
炉
設
置
許
可
処
分
無
効
確
認
等
請
求
事
件

(最
高
裁
判
所

平
成
一
五
年

(行
ヒ
)
第
一
〇
八
号

平
成
一
七
年
五
月
三
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
破
棄

目
判
)

原
審名
古
屋
高
等
裁
判
所
金
沢
支
部

(平
成
三
一年

(行
コ
)
第
一
二
号
)

二

判
決

主
文0

原
判
決
を
破
棄
す
る
。

の

被
上
告
入
ら
の
控
訴
を
棄
却
す
る
。

の

控
訴
費
用
及
び
上
告
費
用
は
被
上
告
人
ら
の
負

担
と
す
る
。

" 道行セ 2005.6
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三

理
由

1

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の
下
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
判
断
し
て
、被
上
告
人
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
。

①
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
が
無
効
で
あ
る
と
い
う
た
め

に
は
、
違
法
の
重
大
性
を
も
っ
て
足
り
、
違
法
の
明
白

性
は
不
要
で
あ
る
。

②
本
件
安
全
審
査
の
う
ち
｢二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
｣

に
係
る
安
全
審
査
は
、
鉄
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
酸
素
が

関
与
す
る
界
面
反
応
に
よ
る
床
ラ
イ
ナ
の
腐
食
に
関
す

る
知
見
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
上
記
腐
食
に
よ
り
床
ラ

イ
ナ
に
貫
通
孔
が
生
じ
得
る
こ
と
を
看
過
し
、
ま
た
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
燃
焼
に
伴
う
床
ラ
イ
ナ
の
最
高
温
度
の
評

価
を
誤
り
、
床
ラ
イ
ナ
が
膨
張
に
よ
り
壁
と
干
渉
し
て

損
傷
が
生
じ
得
る
こ
と
を
看
過
し
た
。
こ
れ
は
、
本
件

原
子
炉
施
設
の
基
本
設
計
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項

に
つ
い
て
の
安
全
審
査
に
お
け
る
看
過
し
難
い
過
誤
、

欠
落
に
当
た
る
。
床
ラ
イ
ナ
に
貫
通
孔
や
損
傷
が
生
ず

れ
ば
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
接
触
し
て

ナ
ト
リ
ウ
ム
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
反
応
が
発
生
す
る
が
、

二
次
主
冷
却
系
の
一
ル
ー
プ
で
本
格
的
な
ナ
ト
リ
ウ

ム
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
反
応
が
生
ず
れ
ば
、
そ
の
被
害
が

他
の
ル
ー
プ
に
も
及
び
、
二
次
主
冷
却
系
の
全
冷
却
能

力
の
喪
失
に
つ
な
が
る
高
度
の
蓋
然
性
を
否
定
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
そ
う
な
れ
ば
、
炉
心
溶
融
に
よ
る
出
力

暴
走
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
が
外
部
環
境
へ
放
散
さ
れ

る
具
体
的
危
険
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
、
本
件
処
分
は
無
効
で
あ
る
。

③
本
件
安
全
審
査
の
う
ち

｢蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損

事
故
｣
に
係
る
安
全
審
査
は
、
蒸
気
発
生
器
の
伝
熱
管

が
破
損
し
た
場
合
の
伝
ば
破
損
の
形
態
と
し
て
ウ
ェ
ス

テ
ー
ジ
型
破
損
の
み
を
考
慮
し
、
よ
り
重
大
な
結
果
を

招
く
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
調

査
審
議
及
び
判
断
を
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
安
全
審
査

の
欠
落
は
、
看
過
し
難
い
。
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
が

発
生
す
れ
ば
、
初
期
ス
パ
イ
ク
圧
及
び
準
定
常
圧
に
よ

り
蒸
気
発
生
器
、
二
次
主
冷
却
系
設
備
及
び
中
間
執
エ父

換
器
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
中
間
熱
交
換
器
の

破
損
に
よ
っ
て
、
水
素
ガ
ス
の
混
入
し
た
二
次
冷
却
材

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
炉
心
に
至
れ
ば
、
炉
心
崩
壊
に
よ
り
、

放
射
性
物
質
が
外
部
環
境
へ
放
散
さ
れ
る
具
体
的
危
険

性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
処
分
は

無
効
で
あ
る
。

④
本
件
安
全
審
査
の
う
ち

｢
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時

反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
｣
に
係
る
安
全
審
査
は
、

起
因
過
程
で
の
炉
心
損
傷
後
の
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

上
限
値
を
約
三
人
0
脚
と
す
る
動
燃
の
解
析
を
妥
当
と

判
断
し
た
が
、
こ
の
判
断
は
、
動
燃
の
行
っ
た
解
析
結

果
の
中
に
は
九
九
二
脚
等
の
三
八
0
脚
を
超
え
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ず
に
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
前
記
九
九
二
M
の
解
析
結
果
は
、
米
国
原
子
力

規
制
委
員
会
や
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
政
府
の
要
求
値
と
対
比
す
る
と
、
決
し
て
異
常
な
数

値
で
は
な
く
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
必
要
性
の
有
無
は
、

原
子
力
安
全
委
員
会
が
判
断
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
本
件
安
全
審
査
は
、
十
分
な
資
料
に
基
づ
き
機
械

道行セ 2005,6 釘

名古屋高裁金沢支部判決
原子炉から半径20km以内

　　　　　　
　　　　　　　　　
名古屋高裁金沢支部判決
設置許可は無効と認定

図



的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
値
を
適
正
に
評
価
し
た
も
の
と

2

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記
1
②
な
い
し
④
の
判

い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次

ま
た
、
本
件
安
全
審
査
当
時
、
遷
移
過
程
の
事
象
推

移
と
再
臨
界
に
伴
う
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
の
可
能

性
の
重
要
性
が
既
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
遷
移
過
程
に
お
い
て
再
臨
界
が
生
じ
た
場
合
の
機

械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
を
評
価
す
べ
き
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
点
に
お
い
て
、

本
件
安
全
審
査
に
は
看
過
し
難
い
欠
落
が
あ
る
。
炉
心

損
傷
後
の
最
大
の
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
遷
移
過
程
の

-
-
O
M
で
あ
っ
た
と
す
る
本
件
処
分
後
の
動
燃
の
解

析
結
果
は
、
規
制
法
に
定
め
る
原
子
力
安
全
委
員
会
の

安
全
審
査
に
お
い
て
そ
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の

で
な
い
か
ら
、
本
件
安
全
審
査
の
瑕
疵
を
否
定
す
る
根

拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
項
事
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
一
次
冷
却
材
流
量
減

少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
は
、
空
想
上
の
出
来

事
と
し
て
で
は
な
く
、
現
実
に
起
こ
り
得
る
事
象
と
し

て
そ
の
安
全
評
価
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上

記
事
象
は
、
炉
心
崩
壊
事
故
に
直
接
か
か
わ
る
事
象
で

あ
り
、
即
発
臨
界
に
達
し
た
際
に
発
生
す
る
機
械
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
評
価
を
誤
れ
ば
、
即
発
臨
界
に
よ
っ
て
原

子
炉
容
器
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
が
破
壊
さ
れ
、
原
子

炉
容
器
内
の
放
射
性
物
質
が
外
部
環
境
に
放
散
さ
れ
る

具
体
的
危
険
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

本
件
処
分
は
無
効
で
あ
る
。

断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①

｢二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
｣
に
係
る
安
全
審
査
に

つ
い
て

ア

規
制
法
の
規
制
の
構
造
に
照
ら
す
と
、
原
子
炉
設

置
の
許
可
の
段
階
の
安
全
審
査
に
お
い
て
は
、
当
該

原
子
炉
施
設
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項
の
す
べ
て

を
そ
の
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
基
本
設

計
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項
の
み
を
そ
の
対
象
と

す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

(最
高
裁
昭

和
六
〇
年

(行
ツ
)
第
一
三
三
号
平
成
四
年
一
〇
月

二
九
日
第
一
小
法
廷
判
決
･
民
集
四
六
巻
七
号
-
-

七
四
頁
参
照
)。
そ
し
て
、
規
制
法
二
四
条
二
項
の

趣
旨
が
、
同
条
一
項
三
号

(技
術
的
能
力
に
係
る
部

分
に
限
る
。)
及
び
四
号
所
定
の
基
準
の
適
合
性
に

つ
い
て
、
各
専
門
分
野
の
学
識
経
験
者
等
を
擁
す
る

原
子
力
安
全
委
員
会
の
科
学
的
、
専
門
技
術
的
知
見

に
基
づ
く
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
て
行
う
主
務
大
臣

の
合
理
的
な
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

か
ん
が
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
事
項
が
原
子
炉
設
置

の
許
可
の
段
階
に
お
け
る
安
全
審
査
の
対
象
と
な
る

べ
き
当
該
原
子
炉
施
設
の
基
本
設
計
の
安
全
性
に
か

か
わ
る
事
項
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う
点
も
、
上
記

の
基
準
の
適
合
性
に
関
す
る
判
断
を
構
成
す
る
も
の

と
し
て
、
同
様
に
原
子
力
安
全
委
員
会
の
意
見
を
十

分
に
尊
重
し
て
行
う
主
務
大
臣
の
合
理
的
な
判
断
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
規
制
法
は
、
上
記
基
準
の
適
合
性
に
つ
い

て
、
上
記
の
と
お
り
原
子
力
安
全
委
員
会
の
意
見
を

十
分
に
尊
重
し
て
行
う
主
務
大
臣
の
合
理
的
な
判
断

に
ゆ
だ
ね
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
現
在
の
科
学

技
術
水
準
に
照
ら
し
、
原
子
力
安
全
委
員
会
若
し
く

は
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
の
調
査
審
議
に
お
い
て

用
い
ら
れ
た
具
体
的
審
査
基
準
に
不
合
理
な
点
が
あ

り
、
あ
る
い
は
当
該
原
子
炉
施
設
が
上
記
の
具
体
的

審
査
基
準
に
適
合
す
る
と
し
た
原
子
力
安
全
委
員
会

若
し
く
は
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
の
調
査
審
議
及

び
判
断
の
過
程
に
看
過
し
難
い
過
誤
、欠
落
が
あ
り
、

主
務
大
臣
の
判
断
が
こ
れ
に
依
拠
し
て
さ
れ
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
の
上
記
判
断
に
不

合
理
な
点
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
同
判
断
に
基
づ
く

原
子
炉
設
置
許
可
処
分
は
違
法
と
解
さ
れ
る

(前
記

第
一
小
法
廷
判
決
参
照
霧

イ

本
件
申
請
に
お
い
て
は
、
二
次
冷
却
材
漏
え
い
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
漏
え
い
し
た
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
が
直
接
接
触
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
に
、床
面
に
鋼
製
の
ラ
イ
ナ
を
設
置
し
、

漏
え
い
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
貯
留
タ
ン
ク
等
へ
導
き

貯
留
す
る
と
い
う
設
計
が
さ
れ
て
い
る
。
本
件
安
全

審
査
に
お
い
て
も
、
二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
が
発



生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
漏
え
い
し
た
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
直
接
接
触
を
避
け
る
た
め
床

面
に
鋼
製
の
ラ
イ
ナ
を
設
置
す
る
と
い
う
対
策
を
行

う
こ
と
が
本
件
原
子
炉
施
設
の
基
本
設
計
を
構
成
す

る
も
の
と
し
て
審
査
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

床
ラ
イ
ナ
の
板
厚
、
形
状
等
の
細
部
は
、
本
件
安
全

審
査
の
対
象
と
さ
れ
ず
、
後
続
の
設
計
及
び
工
事
の

方
法
の
認
可
の
段
階
で
規
制
の
対
象
と
さ
れ
る
具
体

的
な
詳
細
設
計
及
び
工
事
の
方
法
に
当
た
る
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
床
ラ
イ
ナ
が
漏
え
い
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
直
接
の
接
触
を
防
止
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
設
計
と
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
部
屋

の
大
き
さ
、
床
ラ
イ
ナ
の
冷
却
設
備
の
有
無
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
ド
レ
ン
設
備
の
能
力
等
の
周
辺
設
備
の
具
体

的
仕
様
等
と
の
関
連
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
れ
を
後
続
の
設

計
及
び
工
事
の
方
法
の
認
可
の
段
階
に
お
け
る
規
制

の
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
合
理
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
鉄
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び
酸
素

が
関
与
す
る
界
面
反
応
に
よ
る
腐
食
の
知
見
は
、
本

件
処
分
当
時
の
高
速
増
殖
炉
の
開
発
及
び
そ
の
安
全

審
査
の
関
係
者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本

件
安
全
審
査
で
は
、床
ラ
イ
ナ
の
健
全
性
に
つ
い
て
、

前
記
の
と
お
り
、
熱
膨
張
に
よ
っ
て
機
械
的
に
破
損

す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
審
査

が
さ
れ
た
。
前
記
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
条
件
次
第
で

ず
、
こ
の
安
全
審
査
に
依
拠
し
て
さ
れ
た
本
件
処
分
に

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
に
よ
り
溶
融
塩
型
腐
食
が

違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

記
違

生
ず
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
床
ラ
イ
ナ
に
貫

通
孔
が
生
ず
れ
ば
、
｢漏
え
い
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
の
直
接
接
触
の
防
止
｣
と
い
う
床
ラ
イ

ナ
の
機
能
が
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。し
か
し
、

床
ラ
イ
ナ
に
溶
融
塩
型
腐
食
が
生
じ
て
も
、
床
ラ
イ

ナ
の
板
厚
等
の
具
体
的
形
状
次
第
で
は
漏
え
い
ナ
ト

リ
ウ
ム
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
が
直
接
接
触
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
二
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
に
備
え
て
上
記
の
安

全
対
策
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
本
件
原
子
炉
施

設
の
基
本
設
計
は
合
理
性
を
失
わ
ず
、
床
ラ
イ
ナ
の

腐
食
に
対
す
る
対
策
が
、
後
続
の
設
計
及
び
工
事
の

方
法
の
認
可
以
降
の
段
階
に
お
け
る
規
制
の
対
象
と

さ
れ
、
そ
の
基
本
設
計
の
安
全
性
に
か
か
わ
る
事
項

に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
不
合
理
で
あ
る
と

は
い
い
難
い
こ
と
に
な
る
。

ウ

し
た
が
っ
て
、
原
審
が
二
次
冷
却
材
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏

え
い
事
故
に
関
す
る
安
全
審
査
の
瑕
疵
と
し
て
指
摘
す

る
事
項
は
、
原
子
炉
設
置
の
許
可
の
段
階
の
安
全
審
査

の
対
象
と
な
ら
な
い
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
以
上
説
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
安

全
委
員
会
等
に
お
け
る
二
次
冷
却
材
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え

い
事
故
の
安
全
審
査
の
調
査
審
議
及
び
判
断
の
過
程
に

看
過
し
難
い
過
誤
、
欠
落
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き

違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
上
記
違

法
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
本
件
処
分
に
無
効
事
由

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

｢蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
故
｣
に
係
る
安
全
審

査
に
つ
い
て

ア

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
動
燃
が
本
件
申
請

に
際
し
て
行
っ
た
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
事
故
に

係
る
安
全
評
価
の
た
め
の
解
析
の
内
容
及
び
結
果
に

つ
い
て
、
原
子
力
安
全
委
員
会
は
こ
れ
ら
が

｢評
価

の
考
え
方
｣
に
適
合
す
る
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
判

断
し
た
が
、
上
記
解
析
の
う
ち
準
定
常
圧
評
価
の
解

析
条
件
は
、
伝
熱
管
破
損
伝
ぱ
の
機
序
と
し
て
ウ
エ

ス
テ
ー
ジ
型
破
損
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

を
基
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
原

審
は
、
本
件
安
全
審
査
に
お
い
て
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型

破
損
の
可
能
性
が
調
査
審
議
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
本
件
処
分
を
無
効
と
す
る

が
、
原
審
の
確
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
、
本
件

原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
蒸
気
発
生
器
に
お
け
る

伝
熱
管
か
ら
の
水
漏
え
い
を
水
漏
え
い
検
出
設
備
が

検
知
し
て
所
定
の
信
号
が
発
せ
ら
れ
れ
ば
、
蒸
気
発

生
器
へ
の
水
又
は
蒸
気
の
供
給
の
遮
断
、
伝
熱
管
内

の
水
又
は
蒸
気
の
急
速
ブ
ロ
ー
、
二
次
主
冷
却
系
循

環
ポ
ン
プ
主
モ
ー
タ
ト
リ
ッ
プ
等
の
プ
ラ
ン
ト
停
止

操
作
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
設
計
が
さ
れ
て
お
り
、



水
漏
え
い
検
出
に
伴
い
伝
熱
管
内
の
水
又
は
蒸
気
の

急
速
ブ
ロ
ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
熱
管

内
部
の
圧
力
を
急
速
に
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
水

又
は
蒸
気
の
流
動
に
よ
り
伝
熱
管
の
冷
却
も
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
設
計
ど
お
り
の
操
作
が
無

事
に
進
め
ば
、
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
の
発
生
の
機

序
に
照
ら
し
、
そ
の
発
生
の
抑
止
効
果
を
相
当
程
度

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。ま
た
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
が
現
状
の
本
件
原
子
炉

施
設
に
つ
い
て
カ
バ
ー
ガ
ス
圧
力
計
に
よ
り
水
漏
え

い
を
検
出
す
る
場
合
の
解
析
評
価
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
累
積
損
傷
和
が
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
が
生
ず

る
と
判
断
さ
れ
る
数
値
で
あ
る
1
を
下
回
っ
た
。
さ

ら
に
、
動
燃
が
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
を
対
象
と
し

て
行
っ
た
試
験
の
s
W
A
T
ー
3
の
R
u

n
ー
妙
に

お
い
て
も
、
流
水
管
に
つ
い
て
は
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型

破
損
は
発
生
し
て
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
原

子
炉
施
設
の
設
計
を
前
提
と
す
る
限
り
に
お
い
て

は
、
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
に
関
す
る
現
在
の
知
見

に
照
ら
し
て
も
、
上
記
解
析
条
件
の
設
定
は
合
理
的

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

イ

こ
れ
に
対
し
、
原
審
は
、
上
記
の
累
積
損
傷
和
が

1
に
近
く
、
余
裕
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
カ
バ
ー

ガ
ス
圧
力
計
に
よ
る
水
漏
え
い
検
知
シ
ス
テ
ム
が
万

全
と
は
認
め
難
い
と
判
断
す
る
が
、
累
積
損
傷
和
が

1
を
下
回
る
解
析
結
果
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
1
に

近
い
こ
と
を
も
っ
て
、
高
温
ラ
ブ
チ
ャ
型
破
損
の
発

生
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

③

｢
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失

事
象
｣
に
係
る
安
全
審
査
に
つ
い
て

ア

原
審
は
、
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制

機
能
喪
失
事
象
の
安
全
審
査
に
お
け
る
遷
移
過
程
の

事
象
推
移
等
に
つ
い
て
の
評
価
に
看
過
し
難
い
欠
落

が
あ
る
と
い
う
。

｢評
価
の
考
え
方
｣
は
、
液
体
金
属
冷
却
高
速
増

殖
炉
の
安
全
評
価
に
お
い
て
、
｢事
故
｣
よ
り
更
に
発

生
頻
度
は
低
い
が
結
果
が
重
大
で
あ
る
と
想
定
さ
れ

る
事
象

(五
項
事
象
)
に
つ
い
て
、
そ
の
起
因
と
な

る
事
象
と
こ
れ
に
続
く
事
象
経
過
に
対
す
る
防
止
対

策
と
の
関
連
に
お
い
て
十
分
に
評
価
を
行
い
、
放
射

性
物
質
の
放
散
が
適
切
に
抑
制
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
五
項
事
象
の
安
全
評
価
は
、

既
に

｢運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
｣
及
び

｢事
故
｣

を
想
定
し
た
安
全
評
価
に
よ
り
事
故
防
止
対
策
に
係

る
基
本
設
計
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉

施
設
に
つ
い
て
、
液
体
金
属
冷
却
高
速
増
殖
炉
の
運

転
実
績
が
き
ん
少
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
行
わ

れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
｢評
価

の
考
え
方
｣
に
お
い
て
は
、
五
項
事
象
の
安
全
評
価

は
、
技
術
的
観
点
か
ら
は
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
事
象
を
あ
え
て
想
定
し
て
上
記
の
設
計
に
安
全
裕

度
が
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
に
確
認
す
る
こ
と
を
目

的
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
外
部
電
源
喪
失
に

よ
り
一
次
冷
却
材
の
炉
心
流
量
が
減
少
す
る
場
合
に

は
、
原
子
炉
が
確
実
に
自
動
停
止
す
る
よ
う
に
、
各

種
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
信
号
が
発
せ
ら
れ
、
原
子
炉
停

止
系
は
、
互
い
に
独
立
の
主
炉
停
止
系
と
後
備
炉
停

止
系
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
原
子
炉
を
停
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、
さ
ら
に
、
反

応
度
効
果
の
最
も
大
き
い
制
御
棒
一
本
が
完
全
に
炉

心
の
外
に
弓
き
抜
か
れ
固
着
し
て
挿
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
仮
定
し
て
も
、
原
子
炉
を
停
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
五
項
事

象
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
た
一
次
冷
却
材
流
量
減

少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
は
、
上
記
の
設
計

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
、
原
子
炉
出
力
運
転
中

に
、
外
部
電
源
喪
失
に
よ
り
炉
心
を
流
れ
る
一
次
冷

却
材
流
量
が
減
少
し
、
安
全
保
護
系
の
動
作
に
よ
り

原
子
炉
の
自
動
停
止
が
必
要
と
さ
れ
る
時
点
で
、
制

御
棒
の
挿
入
の
失
敗
が
同
時
に
重
な
る
事
象
を
仮
定

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
安
全

審
査
に
お
い
て
、
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度

抑
制
機
能
喪
失
事
象
に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
頻
度
は

無
視
し
得
る
ほ
ど
極
め
て
低
い
も
の
と
位
置
付
け

て
、
五
項
事
象
に
係
る
安
全
評
価
を
行
っ
た
こ
と
に

不
合
理
な
点
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
原
審
は
、
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応

度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
に
お
け
る
起
因
過
程
で
の
炉

心
損
傷
後
の
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
値
を
、
約

三
八
0
脚
と
す
る
解
析
を
妥
当
と
し
た
本
件
安
全
審

査
は
、
動
燃
が
行
っ
た
解
析
結
果
の
中
に
は
三
人
O

M
を
超
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
ず

に
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
分
な
資
料
に
基
づ
き
機

械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
上
限
値
を
適
正
に
評
価
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
旨
判
示
す
る
。

前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
動
燃
は
、
一
次
冷

却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失
事
象
に
お
い

て
、
炉
心
は
起
因
過
程
で
即
発
臨
界
に
達
す
る
が
膨
張

に
よ
り
未
臨
界
と
な
り
、
炉
心
損
傷
後
の
炉
心
膨
張
に

よ
る
最
大
有
効
仕
事
量
は
約
三
八
0
M
と
な
る
と
解
析

し
、
こ
れ
を
前
提
に
膨
張
過
程
に
お
け
る
最
大
有
効
仕

事
量
と
し
て
五
0
O
M
を
考
慮
し
て
構
造
物
の
耐
衝
撃

評
価
を
行
っ
た
が
、上
記
の
約
三
人
0
脚
と
い
う
値
は
、

当
時
の
実
験
的
知
見
と
海
外
に
お
け
る
仮
想
的
炉
心
崩

壊
事
故
評
価
の
例
を
踏
ま
え
て
、
使
用
し
た
デ
ー
タ
及

び
モ
デ
ル
パ
ラ
メ
ー
タ
の
不
確
か
さ
幅
に
つ
い
て
の
物

理
的
に
合
理
的
な
範
囲
内
で
の
上
限
シ
ナ
リ
オ
と
し

て
、
基
準
が
一
応
確
立
し
て
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用
い

た
基
本
解
析
ケ
ー
ス
の
中
か
ら
E
X
N
R
C
ケ
ー
ス
を

選
定
し
、
最
も
燃
焼
が
進
ん
だ
燃
料
集
合
体
を
含
む
炉

心
状
態
で
あ
る
平
衡
炉
心
の
燃
焼
末
期
に
つ
い
て
行
わ

れ
た
保
守
側
解
析
の
結
果
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
解
析
を
妥
当
な
も
の
と
し
た
原
子
力
安
全
委
員
会

の
判
断
に
不
合
理
な
点
を
見
い
だ
し
難
い
。
原
審
は
、

原
子
力
安
全
委
員
会
が
本
件
安
全
審
査
に
当
た
り
三
人

o
離
を
超
え
る
九
九
二
離
等
の
解
析
ケ
ー
ス
を
考
慮
し

て
い
な
い
と
い
う
が
、九
九
二
脚
等
の
解
析
ケ
ー
ス
は
、

い
ず
れ
も
各
種
モ
デ
ル
パ
ラ
メ
ー
タ
を
仮
想
的
に
変
化

さ
せ
て
解
析
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
解
析
ケ
ー
ス
で
あ
っ

て
、
基
準
が
一
応
確
立
し
て
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
用
い

て
解
析
す
る
基
本
解
析
ケ
ー
ス
と
は
解
析
の
目
的
を
異

に
し
、
こ
れ
を
考
慮
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本

件
安
全
審
査
を
直
ち
に
不
合
理
な
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
原
審
は
、
米
国
原
子
力
規
制
委
員

会
や
ド
イ
ツ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

州
政
府
の
要
求
値
と
対
比
す
る
と
、
九
九
二
M
は
決
し

て
異
常
な
数
値
で
は
な
い
と
い
う
が
、
本
件
原
子
炉
と

規
模
、
構
造
等
の
異
な
る
原
子
炉
に
関
す
る
審
査
機
関

の
要
求
値
を
も
っ
て
、
本
件
安
全
審
査
を
不
合
理
な
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ウ

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
安
全
委
員
会
等
に
お
け

る
一
次
冷
却
材
流
量
減
少
時
反
応
度
抑
制
機
能
喪
失

事
象
の
安
全
審
査
の
調
査
審
議
及
び
判
断
の
過
程
に

看
過
し
難
い
過
誤
、
欠
落
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
ず
、
こ
の
安
全
審
査
に
依
拠
し
て
さ
れ
た
本
件
処

分
に
違
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

上
記
違
法
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
本
件
処
分
に

無
効
事
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
審
の
前
記
判
断
に
は
、
判
決
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論

旨
は
、
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理
由
が
あ
り
、
そ

の
余
の
論
旨
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
原
判
決

は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
被
上
告
入
ら
の
請
求
を

棄
却
し
た
第
一
審
判
決
は
正
当
で
あ
る
か
ら
、
被
上
告
人

ら
の
控
訴
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の
と
お

り
判
決
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
件
判
決
で
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
と
お
り
、
二

審
が
安
全
性
に
重
大
な
違
法
が
あ
る
と
判
断
し
、
施
設
の

潜
在
的
な
危
険
性
も
重
視
し
た
が
、
最
高
裁
は
、
安
全
審

査
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
本
件
原
子
炉
が
極
め
て
高
度
な

専
門
技
術
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し

｢ど

こ
ま
で
を
基
本
設
計
の
範
囲
に
含
め
る
か
も
、
国
の
合
理

的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
｣
と
し
、
国
の
裁
量
で
あ
る

旨
の
考
え
方
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
本
件
判
決
で
は
、

安
全
審
査
の
違
法
性
自
体
を
否
定
し
た
た
め
、
行
政
処
分

の
無
効
要
件
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
件
処

分
は
、
平
成
一
四
年
末
に
変
更
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
対
策
な
ど
が
拡
充
さ
れ
た
。
こ
れ

に
基
づ
く
改
造
の
準
備
工
事
が
三
月
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
運
転
再
開
は
平
成
二
〇
年
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
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逍
に
歴
史
あ
り

こ
ん
に
ち
は
。
福
島
県
東
京
事
務

所
の
今
里
と
申
し
ま
す
。

道
を
テ
ー
マ
に
と
の
お
話
し
な
の

で
、
乏
し
い
知
識
を
勲
貝
し
て
、
私
の

地
元
、
福
島
市
を
走
る
道
の
中
か
ら
書

か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

福
島
県
に
は
、
国
が
管
理
し
て
い

る
国
道
と
し
て
、
県
の
中
央
を
縦
断

す
る
四
号
、
太
平
洋
側
を
縦
断
す
る

六
号
、
太
平
洋
か
ら
日
本
海
側
に
つ

な
が
る
四
九
号
、
そ
し
て
福
島
市
を

起
点
に
山
形
･
秋
田
へ
と
続
く
一
三

号
が
あ
り
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
山
形
へ
は
、
平
成
四

年
開
業
の

｢踏
切
の
あ
る
新
幹
線
｣、

山
形
新
幹
線
の
ほ
う
が
メ
ジ
ャ
ー
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
ス
キ
ー
を
す
る
方
な
ら
、

福
島
県
東
京
事
務
所

今
里

英
生

菓
子
国
際
ス
キ
ー
場
の
名
前
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
し
、
果
物
好
き
の
人
な

ら
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
と
い
う
道
の
名

を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
四
本
の
国
道
の
う
ち
、
県
内
で

の
延
長
は
一
番
短
い
も
の
の
、
こ
う

し
た
施
設
が
沿
線
に
あ
る
の
が
国
道

一
三
号
で
す
。

◆
甦
る
万
世
大
路

こ
の
国
道
一
三
号
に
は
、
実
は
旧

道
が
あ
り
、
万
世
大
路
の
名
で
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
旧
道
は
現
在
の
栗
子
山
を
迂

回
す
る
ル
ー
ト
と
は
異
な
り
、
福
島

市
と
米
沢
市
を
最
短
距
離
で
結
ん
で

い
ま
し
た
。

こ
の
道
が
開
通
し
た
の
は
明
治
一

四
年
。
明
治
天
皇
を
迎
え
て
盛
大
な

開
通
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
｢万

世
大
路
｣
と
い
う
名
は
、
こ
の
と
き

明
治
天
皇
か
ら
賜
っ
た
も
の
だ
そ
う

で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
道

の
開
通
が
い
か
に
大
変
な
事
業
で
あ

っ
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
o

こ
の
事
業
を
行
っ
た
の
は
、
当
時

の
山
形
県
令
三
島
通
唐

(日
本
史
の

授
業
で
は
自
由
民
権
運
動
の
弾
圧
者

と
し
て
の
側
面
の
方
が
有
名
で
す
が

!
)。
彼
は
後
に
、
福
島
県
令

･
栃

木
県
令
も
務
め
、
｢土
木
県
令
｣
の

異
名
を
と
っ
た
ほ
ど
各
地
で
土
木
工

事
を
実
施
し
、
交
通
体
系
を
整
備
し

ま
し
た

(彼
は
そ
の
後
、
古
の
内
務

省
土
木
局
長
を
務
め
て
い
ま
す
の

で
、
道
路
行
政
に
携
わ
る
皆
様
に
と

っ
て
は
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
お
馴
染
み

か
も
知
れ
ま
せ
ん
)。

万
世
大
路
が
着
工
し
た
の
は
明
治

九
年
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
の
福
島
~

米
沢
間
は
板
谷
峠
を
通
る
非
常
に
細

く
険
し
い
山
道
で
あ
り
、
冬
期
は
積

雪
の
た
め
四
ヵ
月
間
も
通
行
で
き
な

い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
馬

車
が
通
れ
る
道
と
し
て
整
備
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
し
た
。
奥
羽
山
脈
を

貫
く
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
た
め
に

世
界
に
三
台
し
か
な
い
掘
削
機
を
ア

メ
リ
カ
か
ら
導
入
す
る
な
ど
、
当
時

と
し
て
は
最
新
の
技
術
を
使
用
し
た

工
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
昭
和
一
一
年
の
自
動
車

の
通
行
を
可
能
と
す
る
大
改
修
を
経

て
、
昭
和
四
一
年
に
現
在
の
国
道
一

三
号
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
ま
で
の

間
、
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
既
に
廃

道
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
全
容

を
知
る
こ
と
は
現
在
で
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
も
残
る
橋
や
隧

道
跡
に
往
事
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す

(た
だ
し
、
車
で
入

れ
る
の
は
ご
く
一
部
ら
し
く
、
崩
落

の
危
険
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
お
奨

56 道行セ 2005.6

西から東から



め
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)。

廃
道
の
故
に
そ
の
姿
を
留
め
る
万

世
大
路
で
す
が
、
も
う
じ
き
そ
の
姿

を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
東
北
中
央
自
動
車
道

(福
島
~
米
沢
)
の
ル
ー
ト
の
一
部

が
こ
の
近
く
を
通
る
か
ら
で
す
。

一
度
そ
の
役
割
を
終
え
な
が
ら
、

新
た
な
姿
で
甦
え
る
う
と
し
て
い
る

万
世
大
路
。
東
北
中
央
自
動
車
道
開

通
の
暁
に
は
、
三
一〇
年
余
り
前
に

こ
の
道
を
開
い
た
先
人
の
構
想
力
と

先
見
の
明
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
通

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
義
経
ゆ
か
り
の

｢医
王
寺
｣

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
一

九

寺

　
　　

′◆
-
、医写真 医王寺

三
号
近
く
に
は
、
今
年
N
H
K
大
河
ド

ラ
マ
で
人
気
の
源
義
経
ゆ
か
り
の
旧
跡

が
あ
り
ま
す
。
有
名
な
の
は
、
佐
藤
一

族
の
菩
提
寺
で
あ
る
医
王
寺

(写
吉
5

で
す
。
佐
藤
継
信
、
忠
信
兄
弟
は
義
経

に
仕
え
、
源
平
合
戦
に
出
陣
。
継
信
は

屋
島
で
、
忠
信
は
京
都
堀
川
で
、
そ
れ

ぞ
れ
義
経
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
落
命

し
ま
し
た
。
後
に
義
経
は
弁
慶
と
と
も

に
医
王
寺
を
訪
れ
、
兄
弟
の
遺
髪
を
弔

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

寺
の
宝
物
殿
に
は
弁
慶
が
使
っ
た

と
い
わ
れ
る
笈
な
ど
貴
重
な
品
が
展

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
度
訪
れ
て

み
ち
の
く
福
島
の
各
地
に
、

義
経
と
一
族
を
し
の
ぶ
跡
が

い
ま
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

^
卑
M州
誇
頤
氏
が
源
斑
瀬
…の
軍

を
迎
え
囃
つ
た
め
.鼬
腹
仁
大

"防
提
者
挙
↑さ
ま
し
た
ま
国
見
町
ぜ

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
医
王
寺

･
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

福
島
観
光
協
会

弓
田
で

O
N
A
("
い)
"
"
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『新
し
い
空
、
新
し
い
秘
』、
い
っ
ぺ
ん
き
ち
ゃ
っ
て
ん

鮠薹

読
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
東

京
勤
め
、
と
ん
び
会
二
年
目
に
な
り

ま
し
た
北
九
州
市
の
宮
野
と
申
し
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

我
が
北
九
州
市
は
国
土
交
通
省
の

多
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
空
港
、
港

湾
、
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今

や
成
熟
の
時
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
に
水
深
一
五
m
の

｢ひ
び

き
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
｣
が
開
港

し
、
来
年
三
月
一
六
日
に
は
新
北
九

州
空
港
が
開
港
い
た
し
ま
す
。
タ
イ

ト
ル
の

｢新
し
い
空
、
新
し
い
私
｣

は
公
募
に
よ
り
決
っ
た
新
空
港
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
ま
た

｢
い

っ
ぺ
ん
き
ち
ゃ
っ
て
ん
｣
は
訳
し
ま

す
と

"
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
"
で

す
。

北
九
州
市
東
京
事
務
所

宮
野

謙
剛

◆
北
九
州
市
の
紹
介

さ
て
、
我
が
北
九
州
市
は
九
州
の

玄
関
口
に
位
置
す
る
人
ロ
ー
0
0
万

の
政
令
指
定
都
市
で
す
。
ア
ジ
ア
に

近
く
本
市
か
ら
は
大
阪
と
ソ
ウ
ル
が
、

図 1 アジアに近い北九州市 (主な都市との位置図)

ま
た
東
京
と
上
海
が
ほ
ぼ
等
距
離
に

あ
り
ま
す

(図
1
)。
巻
で
は

"平
成

の
大
合
併
"
が
進
行
中
で
す
が
、
本

市
は
こ
れ
に
先
駆
け
る
こ
と
四
二
年

前
、
昭
和
三
八
年
二
月
に

〃五
市
対

き

鱗　
　
◎鬱れ

等
合
併
“
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。

産
業
の
中
心
は
工
業
で
、
官
営
八
幡

製
鉄
所
を
中
心
と
し
た
四
大
工
業
地

帯
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本
の
高
度
成

長
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
が
、
そ
の

一
方
で

(こ
ち
ら
の
方
が
有
名
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
)、
市
発
足
当
時
は
深

刻
な
公
害
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
し

た
。
市
民
･
行
政
･
産
業
界
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

国
か
ら

｢星
空
の
街
｣
に
選
定
さ
れ

る
ま
で
に
環
境
は
改
善
さ
れ
、
今
で

は
エ
コ
タ
ウ
ン
を
中
心
と
し
て
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
環
境
未
来
都
市
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
影

響
?

か
、
人
口
は
昭
和
五
四
年
の

一
〇
七
万
人
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
し
て

お
り
、
現
在
は
一
〇
〇
万
人
ラ
イ
ン

を
上
下
し
て
い
ま
す

(平
成
一
七
年

五
月
現
在
九
九
万
八
千
人
)。

◆
新
北
九
州
空
港

新
北
九
州
空
港
は
二
四
時
間
運
用

可
能
な
海
上
空
港
と
し
て
、
北
九
州

市
の
沖
合
三
皿
の
周
防
灘
に
建
設
中

で
す

(写
真
1
･
2
)。
現
在
、
国
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写真2 新北九州空港の全景 写真 1 新北九州空港の位置

に
よ
る
滑
走
路
、
誘
導
路
、
管
制
庁

舎
な
ど
の
本
体
工
事
と
平
行
し
て
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
建
設
工
事
も
進
ん

で
お
り
、
開
港
に
向
け
て
着
々
と
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
空
港
が

出
来
る
人
工
島
は
関
門
航
路
の
浚
深

土
砂
処
分
場
で
あ
り
、
昭
和
五
二
年

に
北
九
州
市
に
隣
接
す
る
苅
田
町
沖

に
着
工
、
平
成
六
年
に
新
門
司
沖
に

着
工
し
た
も
の
で
、
合
わ
せ
て
今
の

形
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
写
真
を
見

て
わ
か
る
よ
う
に
ま
だ
一
部
が
陸
地

化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
は
今

後
当
分
の
間
、
引
き
続
き
関
門
航
路

の
浚
深
土
砂
を
受
け
入
れ
る
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。
資
源
を
有
効
活
用
し

た
合
理
的
な
計
画
で
、
国
内
の
他
の

海
上
空
港
と
比
較
し
て
も
、
空
港
の

建
設
費
は
非
常
に
安
価
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
北
九
州
空
港

は
、
滑
走
路
が
一
、
六
〇
0
m
で
小

型
ジ
ェ
ッ
ト
機

(
一
三
〇
人
乗
り
程

度
)
し
か
就
航
で
き
な
い
な
ど
物
理

的
制
約
の
多
い
空
港
で
す
が
、
新
空

港
は
、
滑
走
路
の
長
さ
が
二
、
五
〇

O
m
で
、
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
機

(四
五

〇
人
乗
り
程
度
)
の
就
航
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
倉
都
心
部
か

ら
車
で
二
七
分
、
駐
車
場
も
一
日
三

九
〇
円
と
非
常
に
利
便
性
の
高
い
空

港
に
な
り
ま
す
。

深
夜
早
朝
の
運
航
が
可
能
と
い
う

海
上
空
港
の
特
性
を
生
か
し
、既
に
、

ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
と
い
う
新
規
航

空
会
社
が
深
夜
早
朝
便
も
含
め
た
東

京
と
の
シ
ャ
ト
ル
便
を
、
ま
た
佐
川

急
便
も
夜
間
の
貨
物
専
用
便
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

新
空
港
周
辺
は
、
既
存
の
日
産
自

動
車
に
加
え
、
昨
年
=
一月
の
ダ
イ

ハ
ツ
車
体
中
津
工
場
の
本
格
稼
働
、

さ
ら
に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
エ
ン
ジ
ン

工
場
が
来
年
稼
働
す
る
な
ど
、
自
動

車
産
業
の
一
大
集
積
地
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
先
述
の
と
お
り
本
市
は

ア
ジ
ア
に
近
く
、関
連
企
業
も
含
め
、

国
内
外
と
の
人
･
モ
ノ
の
交
流
が
さ

ら
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
道
路

小
倉
都
心
部
か
ら
空
港
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
は
、
北
九
州
都
市
高
速
道

路
~
九
州
縦
貫
自
動
車
道
~
東
九
州

自
動
車
道
~
新
北
九
州
空
港
連
絡
道

路
で
、
延
べ
三
〇
如
で
す
。
道
路
本

体
の
工
事
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
を
円

滑
に
乗
り
継
げ
る
よ
う
に
す
る
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1

都
市
高
速
道
路
,
九
州
縦
貫
自

動
車
道

現
在
、
両
道
路
を
直
接
連
絡
す
る

直
結
ラ
ン
プ
を
建
設
中
で
す
。
福
岡

北
九
州
高
速
道
路
公
社
が
主
体
と
な

っ
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

2

九
州
縦
貫
自
動
車
道
,
東
九
州

自
動
車
道

九
州
縦
貫
自
動
車
道
か
ら
工
事
中

の
北
九
州
J
C
T

(写
真
3
)
を
経

由
し
、
東
九
州
自
動
車
道
に
入
り
ま

す
。
こ
の
北
九
州
J
C
T
は
、
既
存

の
九
州
縦
貫
自
動
車
道
か
ら
大
分
･

宮
崎
方
面
へ
の
分
岐
点
に
あ
た
り
、

す
な
わ
ち
東
九
州
自
動
車
道
の
起
点

で
す
。
こ
の
J
C
T
を
含
め
、
苅
田

北
九
州
空
港
I
C
ま
で
の
八
･
二
m

は
既
に
舗
装
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、
工
事
は
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
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ま
す
。
J
H
が
主
体
と
な
っ
て
整
備

し
て
い
ま
す
。

3

新
北
九
州
空
港
連
絡
道
路

(
一
般
県
道
新
北
九
州
空
港
線
)

東
九
州
自
動
車
道
苅
田
北
九
州
空

港
I
C

(写
真
4
)
と
空
港
島
と
を

結
ぶ
、
延
長
八
如

(う
ち
海
上
橋
梁

部
二
･
一
如
)
の
四
車
線
道
路
で
す
。

福
岡
県

(海
上
橋
梁
部
か
ら
空
港
島

内
は
福
岡
県
と
北
九
州
市
)
が
主
体

と
な
っ
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
現
在

行
っ
て
い
る
第
一
期
施
工
で
は
、
開

港
時
ま
で
に
陸
上
部
四
･
五
蹴
を
平

面
道
路
と
し
て
整
備
し
ま
す
が
、
将

来

(第
二
期
施
工
)
は
全
区
間
高
架

の
道
路
で
整
備
す
る
計
画
が
あ
り
ま

す
。海
上
橋
梁
部
は
全
長
二
･
一
如
、

幅
員
二
二
m
の
橋
梁
で
、
橋
梁
形
式

は
航
路
部
に
あ
た
る
中
央
径
間
部

(0
･
四
如
)
が
鋼
モ
ノ
コ
ー
ド
式

バ
ラ
ン
ス
ド
ア
J
チ
橋
、
両
側
径
間

部

(
一
･
七
蹴
)
が
鋼
床
版
連
続
箱

桁
橋
で
す

(写
真
5
)。
中
央
部
の

主
径
間
は
三
一
0
m
、
海
面
か
ら
道

路
面
ま
で
の
高
さ
は
約
二
七

m
で

す
。
こ
の
橋
の
特
筆
す
べ
き
事
は
そ

写真4 苅田北九州空港インターチェンジ

の
外
観
の
美
し
さ
と
、
無

料
で
あ
る
こ
と
、
歩
道
が

あ
る
こ
と
で
す
。
歩
道
は

ミ
ミ

幅
員
三
m
で
、
自
転
車
及

び
車
椅
子
で
も
通
行
可
能

＼

~
＼

な
よ
う
に
緩
斜
面
の
取
付

け
道
路
で
平
面
道
路
と
接

続
し
て
い
ま
す
。
私
自
身

ゞ
、

も
体
験
し
ま
し
た
が
、
こ

＼

の
橋
梁
か
ら
の
景
観
は
す

さ
び
~

ば
ら
し
く
、
な
か
な
か
体

、
.
･

験
で
き
な
い
貴
重
な
ス
ポ

　
　　

ツ
ト
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

路
の
全
延
長
四
三
六
m
の
う
ち
、
供

用
区
間
は
八
一
蹴
で
未
だ
二
割
に
も

満
た
な
い
距
離
に
す
ぎ
ず
、
大
部
分

が
事
業
中
、
ま
た
は
未
着
手
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
東
九
州
地
方

の
更
な
る
発
展
、
ま
た
、
こ
の
新
空

港
の
利
用
促
進
を
図
る
う
え
で
も

『東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
促
進
』

を
期
待
し
ま
す
。
最
後
に
こ
れ
か
ら

九
州
北
部
に
出
張

･
旅
行
さ
れ
る
皆

様
、
北
九
州
空
港
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

写真5 空港連絡橋
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橋
の
た
も
と
に
駐
車
場
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
開
港
後
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

◆
さ
い
ぶ
し
に

以
上
、
新
空
港
の
話
が
中
心
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
新
空

港
へ
の
重
要
な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な

る
東
九
州
自
動
車
道
、
写
真
を
見
て

分
か
る
よ
う
に
、
苅
田
北
九
州
空
港

I
C
以
南
は
ま
だ
出
来
て
い
ま
せ

ん
。
福
岡
･
大
分
･
宮
崎
･
鹿
児
島

四
県
の
東
部
海
岸
を
縦
断
す
る
本
道



範20セ
,
行道

｢歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

“
そ
ね
“

み
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
に
つ
い
て

豊
中
市
政
策
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

一
地
元
住
民
の
取
組
み

豊
中
市
の
中
心
を
南
北
に
貫
く
阪
急
宝
塚
線
の
連
続
立

体
交
差
事
業
や
周
辺
の
都
市
基
盤
整
備
が
進
む
中
で
、
今

回
の
社
会
実
験
の
舞
台
と
な
っ
た
、
阪
急
宝
塚
線
曽
根
駅

西
側
に
隣
接
す
る
豊
中
市
曽
根
西
町
･
原
田
元
町
は
、
古

く
か
ら
住
宅
地
と
し
て
の
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
一

方
、
坂
や
路
地
が
多
く
、
自
動
車
交
通
に
対
応
し
た
道
路

整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
地
域
で
あ
る
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
地
区
内
を
東
西
に
貫
く
唯
一
の

道

(通
称
そ
ね
坂
通
り
幅
員
約
六
m
)
と
、
曽
根
駅
東
側

の
幹
線
道
路

(府
道
伊
丹
曽
根
線
幅
員
二
四
m
)
が
軌
道

を
は
さ
ん
で
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
駅
東
側
か
ら
狭
い

通
り
に
流
入
す
る
通
過
交
通
が
多
く
、
通
学
児
童
や
高
齢

者
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
o

こ
の
た
め
当
該
地
域
で
は
、
約
一
〇
年
前
か
ら
こ
の
通

り
に
軒
を
並
べ
る
商
店
主
や
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
安

全
な
通
学
路
の
確
保
と
安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
住
民
自
ら
が
通
過
交
通
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
歩
行
者
が
主
役
の
み
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

二

『く
ら
し
の
み
專
ゾ
ー
ン
｣
登
録
か
ら
社

会
実
験
の
実
施
ま
で

曽
根
地
区
の
社
会
実
験
の
大
き
な
特
徴
は
、
国
土
交
通
省

の
｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
｣
登
録
へ
の
応
募
か
ら
社
会
実

験
の
申
請
ま
で
地
域
住
民
自
ら
が
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

社
会
実
験
実
施
に
向
け
た
準
備
も
、
地
元
の
ま
ち
づ
く

り
団
体

｢ま
ち
づ
く
り
協
議
会

そ
ね
れ
の
会
｣
を
中
心

に
進
め
ら
れ
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
大
阪
府
･
豊
中
市
･

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
は
じ
め
近
畿
地
方
整
備
局
･
所
轄
警

察
な
ど
が
協
力
を
し
、
交
通
規
制
に
よ
る
通
過
交
通
の
排

除
と
、
そ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
る
公
共
空
間
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
実
験
プ
ラ
ン

(案
)
に
つ
い
て
検

討
を
行
な
っ
て
き
た
。

三

実
行
委
員
会
の
設
立

平
成
一
六
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
も
と

に
、
当
該
地
区
の
校
区
福
祉
委
目
容
云
や
公
民
分
館
、
日
赤

防
犯
連
合
分
団
、
小
学
校
、
P
T
A
、
自
治
会
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
等
、
地
元
の
一
六
団
体
を
中
心
に
大
阪
府
、

豊
中
市
を
構
成
員
と
す
る

｢歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

"そ

ね
“
み
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
｣
が
結
成

さ
れ
た
。



社
会
実
験
の
実
施
主
体
と
な
る
実
行
委
員
会
で
は
、
実

験
プ
ラ
ン

(案
)
を
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
検
証
し
、
よ

り
実
現
性
の
高
い
も
の
へ
と
結
び
つ
け
て
行
っ
た
。

四

社
会
裏
験
の
実
施
概
釀

1

実
施
日
時

平
成
一
六
年
一
一
月
四
日

(木
)
~
七
日

(日
)

2

実
施
場
所

阪
急
宝
塚
線
曽
根
駅
西
側
の
商
店
街
通
り

(通
称

そ

ね
坂
通
り
)
か
ら
原
田
元
町
地
区
を
抜
け
府
道
大
阪
池
田

線
ま
で
の
約
八
一
0
m
の
区
間

(図
ー
)。

3

実
験
内
容

の

東
向
き
一方
通
行
規
制

･
平
成
一
六
年
一
一
月
四
日

(木
)
~
六
日

(土
)

･
午
前
七
時
~
午
後
七
時
ま
で

･
そ
ね
坂
通
り
の
東
端
か
ら
約
一
一
0
m
の
･区
間

㈱

車
両
通
行
止
め

･
平
成
一
六
年
三

月
七
日

(日
)

･
午
前
一
〇
時
~
午
後
七
時
ま
で

･
そ
ね
坂
通
り
の
東
端
か
ら
約

八
0
m
の
区
間

③

車
道
境
界
線

歩
行
者
と
車
の
分
離
を
図
り
、
自
動
車
の
走
行
速
度
を

抑
制
す
る
こ
と
で
歩
行
者
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
置

(写
真
1
参
照
)。

･
設
置
箇
所

そ
ね
坂
通
り

一
カ
所

原
田
元
町
二
丁
目
公
園
前

一
ヵ
所

回

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ

実
際
に
路
面
に
凹
凸
を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
視
覚
的

に
走
行
速
度
の
軽
減
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

(写
真
2
参
照
)。

･
設
置
箇
所

そ
ね
坂
通
り

二
カ
所

写真 2 イメージハンプ　
　

イ

20

2

微

頼
道

一方通行道路

饗察絲竺纖大阪方面への誘導路
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′講
ぜ

　　
　　　
　

筋

も

　
　
　　
　

写真 1 車道境界線



原
田
元
町
地
区

二
カ
所

4

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
設
置

実
行
委
員
会
で
は
、
実
験
期
間
中
、
そ
ね
坂
通
り
に
オ

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

(写
真
3
)
を
設
置
し
、
｢ま
ち
づ
く
り

協
議
会

そ
ね
幻
の
会
｣
の
こ
れ
ま
で
の
交
通
問
題
へ
の

取
組
み
や
、
実
験
の
内
容
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行

っ
た
。
ま
た
、
そ
ね
坂
通
り
と
実
験
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
幹
線
道
路
に
W
e
b
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
逐
次
実
験
の

様
子
が
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た

(図
2
)。

こ
の
W
e
b
カ
メ
ラ
に
よ
る
映
像
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
配
信
し
て
お
り
、
｢ま
ち
づ
く
り
協
議
会

そ
ね

等

ザ沙踊｢
U

鴻@岱
一
國儉

U
@箋覊処ヂ慰

“

M
回

禮覇
胖
縣
妙

栩
◎

辯

;"ミ･赤画,
図 2 ホームページのトップページ

プンハウスの状況

れ
の
会
｣
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
誰
で
も
実
験
中
の
商

店
街
及
び
幹
線
道
路
の
交
通
状
況
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
た

(図
3
)。

-

頸 3 オ

5

実
験
関
連
イ
ベ
ン
ト

=

商
店
街
イ
ベ
ン
ト

三

月
七
日

(日
)
は
そ
ね
坂
通
り
が
車
両
通
行
止
め

に
な
る
こ
と
か
ら
、
曽
根
商
店
街
振
興
組
合
で
は
、
こ
の

規
制
に
あ
わ
せ
て
普
段
は
毎
月
初
め
の
五
日
に
実
施
し
て

い
る
商
店
街
イ
ベ
ン
ト

｢そ
ね
坂
通
り
五
日
市
｣
を
拡
大

企
画
し
、
｢
7
日
の
ホ
コ
天
五
日
市
｣
と
し
て
実
施
し
た

(写
真
4
)。

多
く
の
人
が

｢7
日
の
ホ
コ
天
五
日
市
｣
を
訪
れ
る
こ

と
か
ら
、
商
店
街
で
は
、
｢こ
の
好
機
を
活
か
し
て
、
い
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つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
の
も
の
を
売
る
｣
を
合
言
葉
に
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
無
料
配
布
を
は
じ

め
、
商
店
の
P
R
隊
の
結
成
や
金
券
の
配
布

･
抽
選
会
等

子
ど
も
か
ら
家
族
連
れ
、
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
憩
い
の
場
の
創
出
を
目
的
に
街
か
ど
ス
ポ
ッ
ト

(そ

ね
坂
テ
ラ
ス
)
を
設
置
し
た

(図
4
)。

　　　
憩 ん も 商 プ よ
、 し ど ･ ン も

鑓 蛔
嶬
學い で か 店 ラ リ

の い ら の り た
　 　 　 　 　 　

写真4 7 日のホコ天五日市の状況

図 4 社会実験及び関連イベントP R チラシ
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②

“そ
ね
“
み
ち
づ
く
り
子
ど
も
会
議

交
通
社
会
実
験
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
と
大
人
が
語
り

合
う

｢〃そ
ね
“
み
ち
づ
く
り
子
ど
も
会
議
｣
を
三

月

二
八
日
に
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
や
映
像
に
よ
る
社
会
実
験

の
概
要
報
告
や
通
学
児
童
に
よ
る
感
想
文
の
発
表
、
中
学

校
生
徒
会
に
よ
る

｢7
日
の
ホ
コ
天
五
日
市
｣
で
の
中
学

生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ビ
デ
オ
報
告
等
が
行
わ
れ
た

(写
真

5
)
0重

奏
通
社
会
実
験
の
評
価

実
験
に
あ
た
り
、
そ
ね
坂
通
り
か
ら
原
田
元
町
に
抜
け

る
実
験
区
間
と
、
通
過
交
通
を
本
来
受
け
る
べ
き
幹
線
道 写真5 子ども会議の様子

路

(市
道
勝
部
寺
内
線
)、
迂
回
路
と
な
っ
た
通
り
の
三

路
線
で
の
交
通
量
調
査
や
、
実
験
区
間
で
の
走
行
速
度
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
･
学
校
･
P
T
A
、
通

学
児
童

･
生
徒
、
商
店
街
及
び
来
街
者
を
対
象
に
、
み
ち

づ
く
り
や
交
通
問
題
に
つ
い
て
の
意
向
把
握
を
目
的
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

ー

通
行
規
制
策
に
つ
い
て

通
行
規
制
に
よ
る
効
果
と
し
て
は
、
そ
ね
坂
通
り
を
東

行
き
の
一
方
通
行
と
す
る
こ
と
で
、
図
5
に
示
す
調
査
地

点
1
の
西
向
き
の
交
通
量
が
概
ね
半
減
し
、
特
に
、
通
学

時
間
帯
の
午
前
七
時
か
ら
午
前
九
時
の
二
時
間
で
は
、
一

六
二
台
も
の
交
通
量
が
減
少
す
る
な
ど
、
通
過
交
通
の
抑
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制
に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た

(図
6
)。

実
験
最
終
日
の
通
行
止
め
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

て
実
施
し
て
ほ
し
い
等
の
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
回
答
者
の
う
ち
の
約
七
割
が

結
果
、
約
八
割
の
人
が

｢効
果
が
あ
る
｣、
そ
の
う
ち
の

｢効
果
が
あ
る
｣
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
方
通

行
規
制
に
よ
っ
て
、
狭
い
道
幅
で
の
自
動
車
の
す
れ
違
い

が
な
く
な
り
、
安
全
で
歩
き
や
す
い
道
が
実
現
さ
れ
た
た

め
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
規
制
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
と

言
え
る
。

(単位 :台/時)
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図 6 《地点 1 東→西》時間帯別交通量

表 1 《地点 1 (平日) 東→西》
7時~ 9時30分毎時間帯別交通量及び増減率

時間別
通常時
(単位:台/30分)

実験中
(単位:台/30分)

増減数
(単位:台/30分)

率
%

減
主
増
刷

7 : 00 ~ 7 : 30 60 26 桝 鞠
7 : 30 ~ 8 : 00 79 41 梼 芻
＼臘浄い煎 、畑＼
ば、4"に、 添い 纖̂8 : 30 ~ 9 : 00 " 37 即 “

結
果
、
約
八
割
の
人
が

｢効
果
が
あ
る
｣、
そ
の
う
ち
の

約
五
割
の
人
が

｢非
常
に
効
果
が
あ
る
｣
と
回
答
さ
れ
た

(図
7
)。

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
商
店
街
の
売
り
出
し
と
実
行

委
員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
に
行
わ
れ
た

｢7
日
の

ホ
コ
天
五
日
市
｣
は
非
常
に
好
評
で
、
こ
の
日
の
そ
ね
坂

通
り
の
歩
行
者
数
は
、
通
常
時
の
倍
以
上
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し

2

速
度
抑
制
策
に
つ
い
て

そ
ね
坂
通
り
と
原
田
元
町
地
区
で
実
施
し
た
イ
メ
ー
ジ

ハ
ン
ブ
や
車
道
境
界
線
に
よ
る
速
度
抑
制
の
効
果
に
つ
い

て
は
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
と
自
動
車
に
よ
る
追
従
調
査
に
よ

り
測
定
を
行
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
に
よ
る
定
点
調
査
で
は
、
三
~
五
如
/

h
の
速
度
低
下
が
見
ら
れ
た
が
、
追
従
調
査
に
よ
る
一
定

ぃ

/

る

通

範

撓
芻

//

鰯
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図 7 通行規制の効果についてのアンケート結果



区
間
の
平
均
速
度
を
見
る
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

｢効
果
が
な
い
｣

と
い
う
意
見
が
多
く
、
特
に
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
み
た
効
果

で
は
、
九
割
の
人
が

｢効
果
が
な
い
｣
｢分
か
ら
な
い
｣

と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
速
度
抑
制
策
は
物

理
的
な
方
策
で
、
し
か
も
連
続
し
て
行
わ
な
い
と
走
行
速

度
は
低
下
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

3

周
辺
道
路
へ
の
影
響
に
つ
い
て

=

勝
部
寺
内
線
の
状
況

そ
ね
坂
通
り
の
交
通
規
制
に
よ
り
幹
線
道
路
で
あ
る
勝

部
寺
内
線
は
、
朝
八
時
か
ら
の
三
〇
分
間
で
最
も
交
通
量

が
増
え
、
通
常
時
の
約
一
･
五
倍
と
な
っ
た
が
、
W
e
b

カ
メ
ラ
の
映
像
を
見
る
限
り
長
時
間
に
わ
た
る
渋
滞
は
発

生
し
て
お
ら
ず
、
そ
ね
坂
通
り
の
規
制
に
よ
る
影
響
は
大

き
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
交

通
量
が
勝
部
寺
内
線
の
許
容
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
定
量
的
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る

(図
8
)。

②

迂
回
誘
導
路
の
状
況

そ
ね
坂
通
り
の
交
通
規
制
に
あ
わ
せ
、
地
区
内
の
車
両

を
誘
導
す
る
迂
回
路
を
チ
ラ
シ
等
で
公
表
し
た
こ
と
も
あ

り
、
大
阪
方
面
行
き
、
豊
中
方
面
行
き
と
も
に
、
通
常
時

に
比
べ
交
通
量
は
大
き
く
増
加
し
た
。
曽
根

･
原
田
地
域

に
は
車
の
す
れ
違
い
が
で
き
る
道
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
一
部
の
生
活
道
路
に
迂
回
車
が
集
中
し
た
と
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図 8 勝部寺内線 (平日) 時間帯別交通量
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4

商
業
活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て

そ
ね
坂
通
り
の
通
行
止
め
規
制
に
関
す
る
商
店
街
の
意

見
と
し
て
は
、
実
験
に
あ
わ
せ
て
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
こ
と
も
あ
り
、
｢賑
わ
い
が
増
し
た
｣
と
い
う
感

想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
荷
捌
き
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も

｢特
に
変
わ
ら
な
い
｣
、
｢不
便
に
は
な
っ
た
が
我
慢
で
き

る
｣
の
回
答
が
過
半
数
で
、
お
お
む
ね
許
容
で
き
る
範
囲

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
方
で
、
商
店
街
の
賑
わ
い
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
通
行
規
制
に
対
し
一
部
否
定
的
な
意
見
も
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
地
域
議
論
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
通
行
規
制
策
を
導
入
す
る
に
は

地
域
の
方
々
に

｢な
ぜ
通
行
規
制
が
必
要
な
の
か
｣
に
つ

い
て
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
の
交
通
体
系
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

六

今
後
の
取
組
み

今
回
の
社
会
実
験
を
通
じ
て
、
約
五
割
の
人
が

｢み
ち

づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
｣
と
回
答
し
て
お
り
、
も

と
も
と
関
心
の
高
か
っ
た
人
を
合
わ
せ
る
と
約
七
割
の
人

が
関
心
を
持
つ
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会

実
験
の
実
施
は
地
域
の
方
々
の
意
識
の
高
揚
に
非
常
に
効

果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

本
社
会
実
験
の
成
果
は
、
｢ま
ち
づ
く
り
協
議
会

そ

ね
幻
の
会
｣
か
ら
平
成
一
人
年
に
市
に
提
案
さ
れ
る

｢ま

ち
づ
く
り
構
想
｣
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
と
し
て
も
、
地
域
の
各
種
団
体
が
結

束
し
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
今
後

も
継
続
し
、
｢安
全
で
安
心
し
て
歩
け
る
み
ち
｣
の
実
現

に
向
け
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

道イテセ 2005.6 67




